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点
港
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
懸
案
の
山
陰
自
動

車
道
の
整
備
は
、
三
隅
・
益
田
間
を
含
む
三
区
間

が
新
た
に
着
手
さ
れ
る
予
定
と
な
り
、
全
線
整
備

に
向
け
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。
当
市
の
物
流
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
一
層
強
ま
り
、
圏
域
の
経
済
活

性
化
に
大
き
く
弾
み
の
つ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
引
く
不
況
に
よ
り
景
気
の
低
迷
が

続
く
中
、
島
根
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
産
業

の
振
興
や
雇
用
・
経
済
対
策
と
し
て
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

誘
致
企
業
の
㈱
デ
ル
タ
・
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
エ

ス
、
平
和
金
属
工
業
㈱
の
操
業
開
始
や
キ
ー
パ
ー

㈱
、
ケ
ー
ピ
ー
㈱
と
の
企
業
立
地
調
印
、
そ
し
て
、

㈱
ケ
イ
・
エ
フ
・
ジ
ー
第
二
工
場
の
竣
工
な
ど
、

企
業
立
地
が
進
ん
だ
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
当
市
の
雇
用
拡
大
に
大
き
な
効
果
が
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
で
は
、
金
城
町
新
開
団
地
に
㈱
中
電
工
の

子
会
社
あ
ぐ
り
こ
る
ｗ
ｅ
ｓ
ｔ
に
よ
る
観
光
農
園

が
オ
ー
プ
ン
し
、
久
代
町
で
は
大
分
県
の
㈱
み
な

み
ん
里
に
よ
る
農
園
経
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。
異

業
種
や
県
外
企
業
の
参
入
が
、
当
市
の
農
業
振
興

に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
漁
船
の
リ
シ
ッ
プ
（
大
規
模
改

修
）
事
業
が
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
活
用
並
び
に
市
と
県
に
よ

る
支
援
策
に
よ
り
、
沖
合
底
曳
網
漁
業
の
経
営
改

善
を
図
り
、
水
産
加
工
業
な
ど
関
連
産
業
の
推
進

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
二
十
四
年
の
初
春

を
お
迎
え
に
な
り
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
三
月
十
一
日
、東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

日
本
観
測
史
上
最
大
規
模
の
大
地
震
と
大
津
波
、

そ
し
て
原
子
力
発
電
所
事
故
の
複
合
大
災
害
に
よ

り
、
東
北
地
方
太
平
洋
側
を
中
心
に
、
未
曾
有
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
亡
く
な
ら

れ
た
皆
さ
ま
の
ご
冥
福
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
震
災
発
生
後
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
義
援
金
や
支
援
物
資
を
送
付
し
、
併
せ
て

職
員
派
遣
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、

被
災
地
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
震
災
か
ら

得
た
経
験
を
、
浜
田
市
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
や
各
種
対
策
事
業
に
活
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
生
の
悲
惨
な
事
件
か
ら
二
年
が

経
過
し
、
十
月
二
十
六
日
の
「
い
の
ち
と
安
全
安

心
の
日
」
に
は
、
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が「
命
」

の
尊
さ
を
想
い
、
こ
の
事
件
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
地
域
、
関
係
機
関
、
行
政
が
一

体
と
な
り
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
秋
に
は
、
国
際
貿
易
港
浜
田
港
が
、

一
昨
年
の
重
点
港
湾
選
定
に
続
き
、
日
本
海
側
拠

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
お
い
て
は
、
島
根
県
の
大
型
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記
念
事
業
」

に
併
せ
石
見
神
楽
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、当
地
域
の
観
光
拠
点
施
設
ア
ク
ア
ス
で
は
、

新
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、
仲
良
く

泳
ぐ
シ
ロ
イ
ル
カ
親
子
を
間
近
で
観
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
十
二
月
か
ら
は
「
幸
せ
の
バ
ブ
ル
リ

ン
グ
」
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
各
種
取
り
組
み
の
一
層
の
推
進
に
よ

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
、
市
勢
の
発
展

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
長
浜
小
学
校
の
改
築
や
青
少

年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
を
小
学
校
三
年
生
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
整
備
や
子

育
て
支
援
策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
埋
立
処
分

場
の
建
設
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
な
ど
、
生

活
環
境
に
配
慮
し
た
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
に
沿
い
、
中

央
図
書
館
や
西
住
宅
団
地
の
建
設
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
く
、
明
る
い
展
望
が

開
け
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
目
線
に
立
っ

た
各
種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心

か
ら
祈
り
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

浜
　
田
　
市
　
長

宇
　
津
　
徹
　
男

新
年
の
あ
い
さ
つ
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を
開
催
し
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。
説
明
会
に
お
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
出
席
を
し
て
い
た
だ
き
、
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
市
長
と
と
も
に
、
市
民
に
よ
り
直
接

選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の

で
、
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
と
も
に
、
市
民
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
相
互
の
抑
制
と
均
衡
に

よ
っ
て
、
あ
る
種
の
緊
張
関
係
を
保
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
議
会
は
、
市
長
と
対
等
の
機
関

と
し
て
、市
の
運
営
の
基
本
的
な
方
針
を
決
定
し
、

そ
の
執
行
を
監
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
こ
の
条
例
に
の
っ
と
り
、
市
政
に

関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
意
見
交
換
会
を
、
ま
た
、
議
会
活
動
に
関
す

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
に
対
す
る
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
議
長
選
挙
に
よ
り
、
多
く
の
議

員
の
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
と
い
う
重
責
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
地
方
自
治
の
原
点
に
返
る
。
こ
の
こ

と
が
す
な
わ
ち
、
行
政
事
務
あ
る
い
は
行
政
施
策

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
付
託
に
こ
た
え
る
こ
と
に

な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
市
長
と
議
会
は
車

の
両
輪
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
い
わ

ゆ
る
二
元
代
表
制
の
精
神
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
い
た

し
ま
し
た
。
条
例
の
制
定
に
関
し
、
市
民
説
明
会

る
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
、
議
会
報
告
会
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
以
上
に
議
会
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
議
員
間
で
の
自
由
討
議
、
政
策
討
論
会
を
行

い
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
積
極
的
な
政
策
提
案
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
浜
田
市
の
財
政
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、浜
田
市
議
会
は
、魅
力
あ
る
浜
田
市

を
実
現
す
る
た
め
、一
致
団
結
し
て
、市
民
の
皆
さ

ま
の
付
託
に
こ
た
え
、
い
っ
そ
う
信
頼
さ
れ
る
議

会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
年
も
相
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

浜
田
市
議
会
議
長

濵
　
松
　
三
　
男

新
年
の
あ
い
さ
つ
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（写真①）キーパー㈱及びケーピー㈱企業立地調印式

（写真③）新開団地にオープンした
合同会社あぐりこるＷＥＳＴ観光農園

（写真②）７月12日に竣工し、操業を開始した㈱デルタ・
シー・アンド・エス

（写真⑨）島根県消防操法大会で優勝した
浜田消防隊

（写真⑦）レジ袋無料配布中止スタートの
セレモニー

（写真⑧）４月22日に新シロイルカプールオープン
12月16日に「幸せのバブルリングR」復活

　

月
日　
　
　
　
　
　
　

主
な
で
き
ご
と

１
月
６
日　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
併
設
施
設
に
お
け
る
眼
科

外
来
の
検
診
開
始

15
日　

新
開
団
地
に
合
同
会
社
あ
ぐ
り
こ
る
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
観
光
農
園
オ
ー
プ
ン

…
（
写
真
③
）

２
月
５
日　

浜
田
市
食
育
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
び
ぃ
び
く
ん
」
誕
生

11
日　

全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
で
弥
栄
の
ど
ぶ
ろ
く
「
弥
盛
」
が
入
賞

27
日　

日
本
シ
ニ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
西
日
本
シ
ニ
ア
（
野
藤

薫
さ
ん
所
属
）
が
第
３
位
に
入
賞

３
月
３
日　

金
城
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
（
Ａ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
）
が
社
団
法
人
全
国
農

村
青
少
年
教
育
振
興
会
長
賞
を
受
賞

11
日　

東
日
本
大
震
災
の
発
生

多
く
の
市
民
が
義
援
金
・
支
援
物
資
の
送
付
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

の
派
遣
を
し
て
被
災
者
を
支
援

職
員
を
派
遣
し
て
被
災
地
を
支
援
…
（
写
真
⑤
）

16
日　

平
和
金
属
工
業
㈱
立
地
計
画
認
定
書
交
付
及
び
覚
書
調
印

29
日　

浜
田
市
埋
立
処
分
場
竣
工

31
日　

市
木
保
育
所
閉
所

４
月
１
日　

う
み
か
ぜ
保
育
園
開
所

浜
田
市
生
活
路
線
バ
ス
「
弥
栄
野
原
線
」
の
運
行
開
始

浜
田
市
生
活
路
線
バ
ス
「
か
な
ぎ
お
で
か
け
バ
ス
」
の
運
行
開
始

21
日　

キ
ー
パ
ー
㈱
及
び
ケ
ー
ピ
ー
㈱
立
地
計
画
認
定
書
交
付
及
び
覚
書

調
印
…
（
写
真
①
）

22
日　

し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
「
新
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
ー
ル
」
オ
ー
プ
ン

…
（
写
真
⑧
）

５
月
１
日　

金
城
町
波
佐
に
地
域
振
興
施
設
「
小
波
の
郷
」
オ
ー
プ
ン

６
月
１
日　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所
を
開
設

11
日　

海
上
自
衛
隊
イ
ー
ジ
ス
艦
「
あ
た
ご
」
一
般
公
開
（
12
日
ま
で
）

７
月
１
日　

児
童
医
療
費
助
成
事
業
ス
タ
ー
ト

竹
迫
配
水
池
を
供
用
開
始
し
、
市
街
地
へ
の
安
定
供
給
が
向
上

12
日　

㈱
デ
ル
タ
・
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
エ
ス
竣
工
…
（
写
真
②
）

14
日　

全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で
㈲
佐
々
木
農
場
が
名
誉
賞
を
受
賞
…（
写
真
⑪
）

29
日　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
伝
承
芸
能
部
門
で
、
浜
田
水
産
高

等
学
校
が
優
良
賞
を
受
賞

31
日　

㈱
ケ
イ
・
エ
フ
・
ジ
ー
第
二
工
場
竣
工

８
月
６
日　

島
根
県
消
防
大
会
を
30
年
ぶ
り
に
浜
田
で
開
催
（
翌
７
日
）
消
防
操

法
大
会
で
浜
田
消
防
隊
が
優
勝
、三
隅
消
防
隊
が
準
優
勝
…（
写
真
⑨
）

主なできごと



5　　　広報はまだ：平成24年１月号

（写真⑥）国の漁業構造改革総合対策事業に
採択された沖合底曳網漁船

（写真⑤）浜田水産高校の生徒から支援物資を預る被災者支援隊

（写真④）日本海側拠点港に指定された浜田港

（写真⑪）全国農業コンクールで
名誉賞を受賞した㈲佐々木農場

（佐々木さんご夫妻）

（写真⑩）世界王座を獲得した
キックボクサー・寺戸伸近選手

（写真⑫）全国大会のやり投げで
第２位に入賞した松谷昂星さん

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会
の
男
子
や
り
投
げ
で
、

浜
田
商
業
高
等
学
校
の
松
谷
昂
星
さ
ん
が
第
２
位
に
入
賞
…（
写
真
⑫
）

７
日　

全
国
漫
画
選
手
権
大
会
（
ま
ん
が
甲
子
園
）
で
、
浜
田
商
業
高
等

学
校
文
芸
部
が
「
や
な
せ
た
か
し
賞
」
を
受
賞

11
日　

沖
合
底
曳
網
漁
船
の
大
規
模
修
繕
に
よ
る
経
営
改
善
へ
の
取
組
が

国
の
漁
業
構
造
改
革
総
合
対
策
事
業
で
採
択
…
（
写
真
⑥
）

14
日　

浜
田
市
出
身
の
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
寺
戸
伸
近
選
手
が
世
界
王
座
を

獲
得
…
（
写
真
⑩
）

25
日　

平
和
金
属
工
業
㈱
竣
工

27
日　

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
の
走
り
高
跳
び
で
弥
栄
小
学
校
の 

藤
井
美
紀
さ
ん
が
第
３
位
に
入
賞

９
月
１
日　

レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
ス
タ
ー
ト
…
（
写
真
⑦
）

浜
田
市
と
日
本
海
信
用
金
庫
及
び
ア
フ
ラ
ッ
ク
に
よ
る
「
浜
田
市
が

ん
検
診
受
診
率
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

30
日　

浜
田
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定

10
月
３
日　

緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）
の
運
用
開
始

７
日　

田
中
啓
信
さ
ん
が
文
部
科
学
省
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
を
受
章

８
日　

地
域
交
流
プ
ラ
ザ
「
ま
ん
て
ん
」
来
場
者
30
万
人
達
成

15
日　

第
二
浜
田
ダ
ム
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
初
打
設

16
日　

滝
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
浜
田
高

等
学
校
の
深
野
敦
史
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞

20
日　

碧
い
石
見
の
芸
術
祭
を
開
催
（
11
月
17
日
ま
で
）

23
日　

浜
田
駅
北
医
療
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

浜
田
市
立
中
央
図
書
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

26
日　

い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日

浜
田
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催

11
月
１
日　

中
山
健
太
郎
さ
ん
が
日
本
医
師
会
医
学
研
究
奨
励
賞
を
受
賞

11
日　

重
要
港
湾
浜
田
港
が
日
本
海
側
拠
点
港（
原
木
機
能
）に
選
定
…（
写
真
④
）

13
日　

世
界
糖
尿
病
デ
ー　

浜
田
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
で

「
ど
ん
ち
っ
ち
神
楽
時
計
」
が
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

16
日　

山
陰
自
動
車
道
三
隅
益
田
区
間
が
国
土
交
通
省
で
新
規
整
備
了
承

17
日　

石
正
美
術
館
の
来
館
者
30
万
人
達
成

12
月
１
日　

浜
田
の
中
心
商
店
街
及
び
市
内
商
店
の
情
報
発
信
を
行
う
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
浜
田
よ
り
ん
さ
い
と
」
公
開

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
浜
田
東
中
学
校
の
山
田

明
香
さ
ん
が
日
本
放
送
協
会
会
長
賞
を
受
賞

16
日　

ア
ク
ア
ス
の
シ
ロ
イ
ル
カ
「
幸
せ
の
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
R
」
が
２
年

９
か
月
ぶ
り
の
復
活
…
（
写
真
⑧
）

平成23年
浜田市の

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
、

全
国
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
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ま
た
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
次

の
皆
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。

※　

次
の
入
賞
作
品
は
、
今
回
の
展
示

に
含
ま
れ
ま
せ
ん（
浜
田
市
分
抜
粋
）。

【
小
学
校
の
部
】

最
優
秀
賞

今
福
小
２
年　
　
　

岡
本　

紗
依

入
選今

福
小
１
年　
　
　

岡
本　

愛
加

今
福
小
４
年　
　
　

湯
浅　

龍
成

【
中
学
校
の
部
】

入
選第

一
中
３
年　
　
　

幸
田　

智
輝

最
優
秀
賞

浜
田
東
中
２
年　
　

山
田　

明
香

優
秀
賞

三
隅
中
３
年　
　
　

川
本
真
梨
子

奨
励
賞

第
四
中
３
年　
　
　

硎
矢　

亮
介

金
城
中
３
年　
　
　

柿
畑　

紗
妃

旭
中
３
年　
　
　
　

大
彌　

秀
美

三
隅
中
１
年　
　
　

安
武　

真
紀

日
本
放
送
協
会
会
長
賞

浜
田
東
中
２
年　
　

山
田　

明
香

優
秀
賞

第
二
中
２
年　
　
　

新
畑　

歩
希

第
三
中
２
年　
　
　

小
田　

愛
莉

第
三
中
３
年　
　
　

竹
本　

和
子

浜
田
東
中
３
年　
　

佐
々
木
崇
幸

金
城
中
１
年　
　
　

榎　
　

真
衣

金
城
中
１
年　
　
　

西
川　

智
子

金
城
中
２
年　
　
　

山
田
彩
千
乃

【
標
語
の
部
】

優
秀
賞

ひ
ろ
げ
よ
う　

他
人
（
ひ
と
）
の
痛
さ

が　

わ
か
る
人

浅
井
町　

木
村　

文
明

小
さ
い
和　

だ
け
ど
大
き
く　

支
え
る

輪

浅
井
町　

野
村　

俊
夫

必
要
と　

さ
れ
て
仕
合
わ
せ　

元
気
で

生
き
る

長
浜
町　

城
戸　

幸
子

人
権
を　

守
る
貴
方
の　

目
が
や
さ
し

い

長
浜
町　

城
戸　

幸
子

そ
の
言
葉　

も
一
度
心
に　

問
い
か
け

て

三
隅
町
岡
見　

三
浦　

栄
子

人
の
和
は　

こ
わ
す
も
人
よ　

作
る
も

人
の
心
が
け三

隅
町
井
野　

白
木　

昱
子

さ
り
げ
な
い　

そ
の
声
か
け
に　

励
ま

さ
れ

三
隅
町
井
野　

分
石　

幸
子

第
三
中
３
年　
　
　

道
下　

開
人

第
三
中
３
年　
　
　

田
中
ち
え
り

浜
田
東
中
１
年　
　

酒
井　

郁
佳

【
作
文
の
部
（
小
学
校
）】

最
優
秀
賞

雲
城
小
６
年　
　
　

佐
藤　

霞
美

優
秀
賞

美
川
小
６
年　
　
　

岡
村　

愛
実

上
府
小
６
年　
　
　

竹
岡　

優
菜

国
府
小
６
年　
　
　

髙
田
菜
々
子

雲
城
小
６
年　
　
　

佐
々
岡
一
輝

木
田
小
５
年　
　
　

三
宅　

敦
大

木
田
小
６
年　
　
　

今
田　

千
翔

和
田
小
６
年　
　
　

石
橋　

侑
奈

【
作
文
の
部
（
中
学
校
）】

最
優
秀
賞

第
三
中
１
年　
　
　

道
根
明
日
香

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活
用
す
る
た
め
、
小
・
中

学
校
、
一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
も
優
れ
た
作
品
で
し
た
が
、
審
査
の

結
果
、
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
優
秀
作
品
と
し
て
、
12
月
15
日
㈭
に
浜
田
公
民
館

で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、
１
月
12
日
㈭
ま
で
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で

展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
入
賞
作
品
と
、
ポ
ス
タ
ー
の
全
応
募
作
品
を
、
１
月
14
日
㈯
か
ら
22
日

㈰
ま
で
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
入
賞
作
品
は
、
人
権
作
品
集
「
共
に
生
き
る
」
に
ま
と
め
て
発
刊
す
る
ほ

か
、
今
後
の
啓
発
事
業
に
も
活
用
し
ま
す
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

最
優
秀
賞

第
四
中
２
年　
　
　

佐
々
木
花
純

優
秀
賞

第
一
中
２
年　
　
　

小
出
さ
く
ら

第
一
中
２
年　
　
　

柳
原　

真
子

第
一
中
３
年　
　
　

河
野
あ
す
か

第
二
中
１
年　
　
　

桑
垣　

真
子

第
二
中
２
年　
　
　

佐
々
尾
結
衣

第
三
中
２
年　
　
　

左
田
野
幹
生

考えてみましょう「人権」を～
～平成23年度　浜田市人権作品コンクール入賞作品決まる～

○
島
根
県
人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
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考えてみましょう「人権」を

な
い
人
が
い
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
け
ば
、
そ
の
人
は
死
ん
で
し
ま

う
ん
だ
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
信
じ
ら

れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
、
母
に
患
者
さ
ん
の
お

む
つ
を
替
え
た
こ
と
が
あ
る
か
と
聞
く

と
、
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
初
め
て
お

む
つ
替
え
を
目
の
前
で
見
た
こ
と
が
と

て
も
印
象
に
残
っ
て
い
た
私
は
、
母
に

ど
ん
な
気
持
ち
で
や
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
汚
い
と
思
わ
な
い
の
か
聞
い
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
母
は
、
こ
う
言
い

ま
し
た
。

　
「
逆
に
う
れ
し
い
よ
」

そ
し
て
母
は
続
け
て
こ
う
言
い
ま
し

た
。

　
「
患
者
さ
ん
の
身
体
の
中
に
、
便
や

尿
が
ず
っ
と
あ
る
の
っ
て
辛
い
こ
と
な

ん
だ
よ
。
そ
れ
を
お
む
つ
に
出
せ
た
っ

て
こ
と
は
、
楽
に
な
っ
た
っ
て
こ
と
で

し
ょ
う
。そ
の
ほ
う
が
安
心
な
ん
だ
よ
」

　

私
は
、
昼
間
、
看
護
師
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し

た
。
あ
の
看
護
師
さ
ん
た
ち
も
、
き
っ

と
母
と
同
じ
よ
う
に
便
や
尿
の
状
態
を

見
て
、
患
者
さ
ん
の
体
を
案
じ
て
お
ら

れ
た
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
私
が
た

だ
「
汚
い
」
と
思
っ
て
見
た
排
せ
つ
物

は
、
患
者
さ
ん
の
健
康
状
態
を
知
る
こ

と
の
で
き
る
大
切
な
も
の
だ
っ
た
の
で

す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
と
き
に
な
っ
て
よ
う

や
く
、
お
む
つ
を
替
え
て
も
ら
う
患
者

さ
ん
の
気
持
ち
も
想
像
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
方
は
、
毎
日

て
や
っ
て
き
た
の
に
…
と
も
思
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
私
は
、
そ
こ
で
高
齢
者
の
方

の
お
む
つ
替
え
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
。
正
直
、
心
の
中
で
は
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
場
面
に
遭

遇
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、

私
み
た
い
な
立
場
の
人
間
が
見
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
目

の
前
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
何
も
言
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
も
し
自
由
に
し
ゃ

べ
れ
る
人
だ
っ
た
と
し
た
ら
、「
見
な

い
で
」
と
言
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
の
気
持
ち
と
は
関
係
な

く
、
看
護
師
さ
ん
は
て
き
ぱ
き
と
お
む

つ
交
換
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
患
者

さ
ん
の
便
や
尿
が
目
に
入
っ
た
と
き
、

正
直
に
言
う
と
、
私
の
心
の
中
に
は
汚

い
な
あ
と
い
う
気
持
ち
が
沸
き
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
れ
が
顔
に

出
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
お
む
つ
替

え
を
し
て
お
ら
れ
た
看
護
師
さ
ん
が
私

に
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
便
や
尿
が
出
な
い
と
病
気
に
な
っ

て
死
ん
で
し
ま
う
ん
だ
よ
」

　

私
は
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
え
っ
と

思
い
ま
し
た
。
確
か
に
便
や
尿
は
き
れ

い
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

私
は
汚
い
な
あ
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
け

れ
ど
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
便
や
尿
を

出
す
こ
と
、
出
せ
る
こ
と
は
、
命
に
関

わ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
が

当
た
り
前
に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
で
き

　

生
き
る
と
い
う
こ
と

浜
田
東
中
学
校
２
年　

山
田
明
香

　

私
は
、
職
場
体
験
学
習
で
県
内
の
病

院
に
行
き
ま
し
た
。
母
が
看
護
師
を
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
看
護
や
介
護
な

ど
の
人
の
役
に
立
つ
仕
事
と
は
実
際
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
知
り
た
か
っ
た

し
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
姿

を
見
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

職
場
体
験
学
習
の
日
、
私
は
と
て
も

わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。
頭
の
中
に

は
ナ
ー
ス
服
を
着
た
看
護
師
さ
ん
と
お

医
者
さ
ん
が
、
患
者
さ
ん
の
こ
と
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
り
、
看
護
師
さ
ん
が

点
滴
を
交
換
し
た
り
、
血
圧
を
測
っ
た

り
す
る
場
面
を
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
私
が
訪
れ
た
先
は
、
私
が
想

像
し
て
い
た
病
院
で
は
な
く
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
介
護
施
設

と
病
院
と
が
一
緒
に
な
っ
た
よ
う
な
所

で
し
た
。
建
物
の
中
を
、
車
い
す
に

乗
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
移
動
し
て
い

た
り
、
看
護
師
さ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
栄
養
食
を
食
べ
さ
せ
た
り
す
る
と
こ

ろ
を
見
た
と
き
、
私
は
こ
こ
は
本
当
に

病
院
な
ん
だ
ろ
う
か
、と
思
い
ま
し
た
。

名
前
は
そ
う
で
し
た
が
、
ど
う
見
て
も

入
院
し
て
お
ら
れ
る
の
は
高
齢
者
の
方

ば
か
り
だ
し
、
看
護
師
ら
し
き
人
も
、

ナ
ー
ス
服
で
は
な
く
、
働
き
や
す
い
ズ

ボ
ン
姿
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
驚
き

ま
し
た
。
私
は
看
護
の
仕
事
を
し
た
く

の
こ
と
だ
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
伝
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、
表
情
に
は
表

し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分

の
排
せ
つ
物
を
世
話
し
て
も
ら
う
こ
と

は
、
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
っ
て
も
、
望
ん
で
そ
う
し
て
い
る
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

「
汚
い
」
と
思
い
な
が
ら
お
む
つ
替
え

を
す
る
人
が
い
た
ら
、
高
齢
者
の
方
た

ち
は
嫌
な
思
い
を
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
の
身
体
か
ら
出
る
排
せ
つ

物
は
、
き
れ
い
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
で
も
、
そ
れ
こ
そ
が
「
生
き
て
い

る
証
」
で
あ
る
と
、
私
は
今
回
の
体
験

学
習
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
将
来
看
護
師
に
な
り
た
い

と
い
う
私
の
思
い
は
強
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。私
た
ち
は
み
ん
な
年
を
取
り
、

今
、
当
た
り
前
に
で
き
て
い
る
こ
と
も

で
き
に
く
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

時
、
周
り
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
気
持
ち

で
、
ど
の
よ
う
に
手
を
差
し
伸
べ
る
か

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
目
の
前
の
人

の
「
生
き
て
い
る
証
」
は
決
し
て
き
れ

い
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う

し
、
時
に
は
嫌
な
思
い
を
す
る
こ
と
も

あ
る
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
逃

げ
ず
、
そ
の
人
と
向
き
合
い
、
相
手
の

気
持
ち
に
な
っ
て
身
体
を
い
た
わ
る
こ

と
の
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
１
６
０
）

～みんなが笑顔でいられるように、
全国中学生人権作文コンテスト優秀賞～日本放送協会会長賞～
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明けましておめでとうございます！ご家族と一
緒にお正月を過ごされましたか。うれしいことに、
私もシカゴの実家でクリスマスとお正月を家族と
一緒に過ごすことができました。冬の間、寒い日々
が続くと、秋は遠く離れていく思い出のように感
じられますね。でも、寒いからこそ、思い出に残っ
ている暖かさを頼りに冬を乗り越えるしかないと
思います。 

私は２年前、初めて日本に来たとき、日本の季
節をお祝いする習慣に深く感銘を受けました。今
なお、木の葉が色づき始めると京都で過ごした
日々が思い浮かびます。そこで、この懐かしい思
い出を皆さんにお話したいと思います。

ある雨が降っていた秋の晩。留学生の友達と一
緒に祇園の石畳の道を歩いて、清水寺のライト
アップへ。傘なしで大勢の人垣の中で待っている
間、雨がシトシト降ってきました。しばらくして、
やっとお寺へ入り、中を歩きながら光に照らされ
た紅葉を見ました。赤々と色づいた葉で彩られた
世界を驚嘆して見つめました。そして、その神秘
的なところを出る前に、音羽の滝の清水を飲んで、
静かな祈りをつぶやきました。人生の中で、この
ような瞬間は素晴らしいなあと思いながら、大自
然の美しさと人間が作り出した不思議の調和に感
激しました。雨と枯葉の香り。お寺の光にライト

アップされた傘とその持っている人のシルエット
姿。爽やかな秋の空気の感触。その特別な秋の夜
の雰囲気を存分に味わい、記憶に焼き付けました。

記憶と季節には、深いつながりがあると思いま
す。これまでの人生を振り返ると、住んだことの
ある場所の季節をあざやかに思い出せます。冬 、
雪がちらつき、世界が全て眠っているような夜 。
月光の下で、シカゴの実家の歩道を雪かきしてい
ます。そして、雪かきが終わったあと、ホットコ
コアを飲みながら暖炉に座り、体が温まってきて
いることを実感します。春、ブラウン大学がある
プロビデンス（ロードアイランド州）の長くて雨
の多い冬が終り、太陽と緑が現れます。ブラウン
大学のキャンパスで私は本を読みながら、立派な
木の下に横たわっています。空気は今、あちこち
咲いている花の香りでいっぱいです。夏、蒸し暑
い空気で太陽が照り付けている晴れの日。シカゴ
の摩天楼の森を歩くと、顔にミシガン湖からのす
がすがしいそよ風が感じられます。

これから世界中を回って、国々の文化を体験し
ながら、色々な季節の思い出を作りたいと思いま
す。浜田の思い出も、もうこのように作り始めま
したよ！皆さんは、どんな季節の思い出がありま
すか？ぜひ、いつか聞かせてください！

　平成22年10月１日を基準日として実施された国勢調査において、浜
田市の人口は61,713人となりました。これは、５年前に行われた平成
17年国勢調査の人口63,046人に比べ、1,333人の減少となりました。
　人口を自治区別にみると、浜田・金城・弥栄・三隅自治区では５
年前に比べ約４～10％の減少となりましたが、旭自治区では1,910人
（64.1％）の増加となりました。これは、「島根あさひ社会復帰促進
センター」の入所者及び施設職員など、約2,000人が計上されたこと
が影響していると考えられます。

問い合わせ先　本庁安全安心推進課行政相談係（☎�９１２０）

平成22年国勢調査集計表（自治区別）

自治区
平成22年国勢調査結果 平成17年国勢調査結果 増　　減

人口
（人）

世帯数
（世帯）

人口
（人）

世帯数
（世帯）

人口増減
（人）

増減率
（％）

世帯増減
（世帯）

浜　田 43,905 18,584 45,910 18,554 ▲2,005 ▲　4.4 30
金　城 4,622 1,704 4,976 1,685 ▲　354 ▲　7.1 19
旭 4,888 1,314 2,978 1,107 1,910 64.1 207

弥　栄 1,494 591 1,612 634 ▲　118 ▲　7.3 ▲　43
三　隅 6,804 2,779 7,570 3,043 ▲　766 ▲10.1 ▲264
浜田市 61,713 24,972 63,046 25,023 ▲1,333 ▲　2.1 ▲　51

季節と思い出
浜田市国際交流員　ジェイソン　ベックマン

平成22年国勢調査　浜田市の人口
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登
録
制
度

　

市
で
は
、
業
務
の
必
要
に
応
じ

て
、
市
役
所
や
市
の
施
設
で
働
く

臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員

な
ど
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
採
用

者
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
登
録
し

た
人
の
中
か
ら
、
条
件
に
合
う
人

を
選
考
し
、
書
類
審
査
・
面
接
な

ど
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
登
録
は
、
年
度
ご
と
に
行

い
、
有
効
期
間
は
年
度
末
（
３
月

31
日
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
平
成

23
年
度
に
登
録
し
て
い
る
人
も
、

平
成
24
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、
新
た
に
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

対
象
者　
年
齢
18
歳
以
上
の
人

（
定
時
制
を
除
き
高
校
生
は
不

可
）

職
種　
主
な
職
種
、
必
要
な
資
格

及
び
賃
金
は
上
表
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
こ
の
表
に
な
い
職

種
も
業
務
の
必
要
に
よ
り
採
用

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間

臨
時
職
員　
週
５
日
以
内
、
１
日

７
時
間
45
分

非
常
勤
嘱
託
職
員　
月
17
日
、
１

日
７
時
間
45
分
な
ど

※　

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
職

種
・
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※　

監
視
員
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
庁
舎
に
お
け
る
宿
日
直
業
務

と
な
り
ま
す
。

勤
務
場
所　
市
役
所
の
本
庁
又
は

各
支
所
、
若
し
く
は
学
校
・
幼

稚
園
な
ど
の
出
先
職
場

任
用
期
間　
業
務
の
必
要
に
応
じ

た
期
間
で
６
か
月
以
内
（
必
要

な
場
合
は
更
新
し
ま
す
。）

登
録
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
付
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
市
役
所
本
庁
３
階
人

事
課
ま
で
持
参
又
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
履
歴
書
に
は
、
希

望
職
種
・
勤
務
可
能
時
間
の
範

囲
・
希
望
す
る
勤
務
場
所
・
臨

時
事
務
員
は
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

程
度
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

登
録
受
付　
４
月
１
日
付
け
採
用

に
つ
い
て
は
、１
月
27
日
㈮（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
登
録
受
付
を
し
た
人
か

ら
選
考
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
以

後
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項

　

こ
の
登
録
は
採
用
を
保
障
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
職
場
の
業
務
の
必
要
に
応

じ
て
採
用
を
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
職
種
の
募
集
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
登

録
者
が
多
数
の
職
種
や
、
希
望

す
る
勤
務
条
件
に
合
わ
な
い
な

ど
の
理
由
で
、
登
録
期
間
内
に

採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

登
録
内
容
の
変
更
や
、
登
録

の
取
消
し
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
税
・
国
民
健
康
保

険
料
（
税
）・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
保
育
料
及
び
水
道
使
用

料
な
ど
の
臨
戸
徴
収
を
し
て
も
ら

う
収
納
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
場
所　
浜
田
市
内
一
円

任
用
期
間　
４
月
１
日
か
ら
（
６

か
月
・
最
長
５
年
ま
で
更
新
あ

り
）

就
業
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
８
時
（
１
週
間
あ
た
り
30
時

間
未
満
）

報
酬
額　
月
額
５
４
、
０
０
０
円

（
基
本
報
酬
）
＋
能
率
給

※　

社
会
保
険
・
休
暇
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
付
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
市
役
所
本
庁
３
階
人

事
課
ま
で
持
参
又
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
履
歴
書
に
は
、
収

納
嘱
託
員
希
望
の
旨
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９

７-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
１
３
１
）】

職種 必要な資格など 賃金（平成23年度実績）

事務員 Word､ Excelが使用可能 臨時 日額　　6,650円

看護師 看護師免許
臨時 日額　　7,090円

非常勤嘱託 月額　157,900円

保健師 保健師免許
臨時 日額　　7,640円

非常勤嘱託 月額　167,400円

用務員 資格は問いません
臨時 日額　6,730円～

7,200円

非常勤嘱託 月額　146,600円

調理員 資格は問いません
臨時 日額　　6,730円

非常勤嘱託 月額　146,600円

幼稚園教諭 幼稚園教諭免許
臨時 日額　　7,090円

非常勤嘱託 月額　157,900円

介護支援専門員 介護支援専門員証 月額　157,900円

監視員
（宿日直業務） 資格は問いません 月額　146,600円

※　賃金は平成23年度の実績額です。
※　臨時用務員の賃金は、勤務場所によって異なります。

平
成
24
年
度
の
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

平
成
24
年
度
の
収
納
嘱
託
員

を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜
田
市
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
～

※　

消
防
車
両
パ
レ
ー
ド
か
ら
始

め
ま
す
。

場
所　
市
役
所
東
分
庁
舎
前
駐
車

場
（
荒
天
時
、
第
一
中
学
校
体

育
館
）

一
斉
放
水　
市
役
所
本
庁
裏
浜
田

川
金
城
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
５
日
㈭

　

午
前
10
時
～

場
所　
金
城
総
合
運
動
公
園
（
荒

天
時
、
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な

ぎ
）

一
斉
放
水　
雲
城
駐
在
所
前
浜
田

川
旭
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
５
日
㈭

　

午
前
９
時
15
分
～

場
所　
今
市
小
学
校
校
庭
（
荒
天

時
、
旭
市
民
体
育
館
）

一
斉
放
水　
今
市
小
学
校
前
家
古

屋
川

弥
栄
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
～

場
所　
弥
栄
町
運
動
広
場
（
荒
天

時
、
弥
栄
会
館
）

一
斉
放
水　
弥
栄
会
館
裏
三
隅
川

三
隅
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
三
隅
中
央
公
園（
荒
天
時
、

三
隅
中
央
会
館
）

一
斉
放
水　
天
満
橋
上
流
三
隅
川

※　

諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
�
０
１
１
９
）

　

島
根
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業

が
、
平
成
23
年
６
月
か
ら
、
島
根

県
立
中
央
病
院
を
基
地
病
院
と
し

て
運
航
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
34
か
所
を
臨
時
離
着
陸

場
と
し
て
い
ま
す
。
緊
急
時
の
離

着
陸
に
あ
た
り
、
風
に
よ
る
砂
ぼ

こ
り
や
騒
音
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
周
辺
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
�
０
１
１
９
）

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
消
防
署

に
よ
る
安
全
確
保
が
さ
れ
な
い

限
り
着
陸
し
ま
せ
ん
。

ドクターヘリ臨時離着陸場
着陸場所 着陸場所

浜
田

十文字原球場
金
城

上来原農村公園
石見公民館長見分館グランド 金城中学校校庭
佐野小学校校庭 波佐山村広場
国府小学校校庭

旭

旭テングストン駐車場
宇野町運動公園 市木小学校校庭
国府公民館有福分館グランド つかわふれあい水辺公園
しまね海洋館アクアス
№６臨時駐車場

和田小学校校庭
旭運動公園陸上競技場

美川小学校校庭
弥
栄

ふるさと体験村駐車場
第三中学校校庭 道猿坊キャンプ場
第二中学校校庭 弥栄中学校校庭
下府防災センター 弥栄運動公園グランド
島根県立大学グランド

三
隅

井野公民館グランド
浜田市陸上競技場 岡見小学校校庭

金
城

かなぎウェスタン
ライディングパーク駐車場

黒沢公民館グランド
三隅港

旧美又小学校校庭 田ノ浦青少年健全広場
今福スポーツ広場 三隅中央公園多目的広場

　

市
で
は
、
市
内
で
災
害
や
事
件

が
起
き
た
際
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、「
浜

田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
正
確
な

情
報
を
迅
速
に
収
集
す
る
こ
と
が

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
手
段
の
１
つ
と
し
て

「
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」を
活
用
し
、

災
害
な
ど
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

配
信
情
報

・
気
象
情
報
（
気
象
警
報
、
津
波

注
意
報
・
警
報
、
震
度
情
報
な

ど
）

・
防
災
危
機
情
報
（
避
難
情
報
、

避
難
所
開
所
情
報
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
な
ど
）

・
防
犯
交
通
情
報
（
振
り
込
め
詐

欺
や
声
か
け
事
案
・
防
犯
交
通

啓
発
情
報
な
ど
）

登
録
方
法

　

登
録
は
、
次
の
登
録
用
ア
ド
レ

ス
に
件
名
・
本
文
を
入
力
せ
ず
に

メ
ー
ル
を
送
信
し
、
返
信
さ
れ
た

メ
ー
ル
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話

の
場
合
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

平
成
24
年
消
防
出
初
め
式

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
着
陸
時
の

お
願
い

備
え
で
す
！

浜
田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
に

　
　
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ら
ア
ド
レ
ス
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

登
録
用
ア
ド
レ
ス

　

ham
ada@

xpressm
ail.jp

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
に
よ

る
騒
音
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

島
根
県
を
通
じ
て
防
衛
省
及
び
外

務
省
へ
訓
練
中
止
の
要
請
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
改
善
の

兆
し
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
昨

年
11
月
に
岩
国
基
地
及
び
駐
日
本

国
特
命
全
権
大
使
に
直
接
、
訓
練

中
止
の
要
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
う
し
た
低
空
飛
行
訓
練
に
よ

る
騒
音
に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
ご

要
望
を
い
た
だ
く
中
で
騒
音
の
実

態
を
把
握
し
、
政
府
や
米
軍
へ
要

請
す
る
た
め
の
資
料
と
し
ま
す
の

で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

各
支
所
自
治
振
興
課

　

市
で
は
、
昨
年
10
月
に
島
根
県

防
犯
連
合
会
か
ら
３
基
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
寄
贈
を
受
け
、
11
月
25
日

か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所

①
港
町
（
浜
田
合
同
庁
舎
前
交
差

点
付
近
）

②
黒
川
町
（
東
公
園
入
口
付
近
）

③
清
水
町
（
市
道
清
水
野
原
線
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
暴
力
団
排
除
条
例

（
仮
称
）

募
集
・
閲
覧
期
間

　

１
月
４
日
㈬
～
２
月
２
日
㈭

閲
覧
場
所

　

市
役
所
本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　

市
役
所
各
支
所
自
治
振
興
課

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
水
道
部
で
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
は
委
託

業
者
が
行
い
、
取
替
え
に
か
か
る

費
用
は
無
料
で
す
。
取
替
委
託
業

者
（
名
札
・
腕
章
を
着
用
）
が
伺

い
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

１月のメーター取替地区及び取替委託業者
取替地区 取替委託業者

長見町・後野町・佐野町・
宇津井町・周布町・日脚町・
治和町・穂出町・折居町・
内村町・内田町・上府町・
国分町・敬川町（大垰地
区）・下有福町・大金町の
それぞれ一部

浜田市水道事業協同組合

　

県
や
市
で
は
大
雪
の
際
、
状
況

に
応
じ
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

・
民
家
入
口
な
ど
の
除
雪
は
、
各

個
人
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

・
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
積
雪
に
よ
り
立
木
竹
の
枝
が
通

行
の
支
障
に
な
る
場
合
は
、
断

り
な
く
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・
国
道
、
県
道
及
び
市
道
に
設
置

し
て
あ
る
凍
結
防
止
剤
は
、
持

ち
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
県
土
整
備
事
務
所
維
持
グ

ル
ー
プ
（
平
日
・
昼
間
☎
�
５

６
８
８
・
休
日
・
夜
間
☎
�
５

７
１
３
）

本
庁
維
持
管
理
課

（
☎
�
９
６
２
１
）

各
支
所
建
設
課

航
空
機
に
よ
る
騒
音
の
実
態
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す

生
活
・
環
境

除
雪
時
の
お
願
い
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
案
内

対
象　
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
・
在
学
し
て
い
る
人
の
保
護

者
※　

所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
３
０
０
万
円
以
内

使
用
用
途　
学
校
納
付
金
・
ア
パ

　

ー
ト
代
・
教
科
書
代
な
ど

融
資
期
間　
15
年
以
内
（
母
子
家

庭
は
18
年
以
内
）

※　

在
学
期
間
以
内
で
の
元
金
の

据
置
が
で
き
ま
す
。

利
率　
年
２
・
55
％
（
母
子
家
庭

は
２
・
15
％
）

※　

利
率
は
11
月
10
日
現
在
（
固

定
金
利
）
で
す
。

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
・
ス

テ
ッ
プ
返
済
も
で
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
浜
田
支
店

国
民
生
活
事
業

（
☎
�
２
８
３
５
）

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
の
多

い
社
会
生
活
に
お
い
て
、
犬
や
ね

こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
に
潤

い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
、

ま
す
ま
す
大
切
な
存
在
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
最
近
、

マ
ナ
ー
に
欠
け
た
飼
い
主
の
行
為

に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。飼
い
主
に
は
、

犬
・
ね
こ
な
ど
の
飼
い
方
や
し
つ

け
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、

人
と
動
物
が
と
も
に
温
か
く
幸
せ

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
一
層

の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

　

犬
の
散
歩
の
と
き
に
は
フ
ン
を

持
ち
帰
っ
て
後
始
末
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

公
共
の
場
で
は
、犬
は
鎖
（
綱
）

で
つ
な
い
で
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
室
内
犬
も
外
に
放
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
犬
の
と
き
か
ら
、
し
つ
け
を

し
て
無
駄
吠
え
を
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ね
こ
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

　

で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ね
こ
は
閉
じ
込
め
て
飼
う
こ
と

は
で
き
な
い
・
し
て
は
い
け
な
い

と
考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
ね
こ

の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
室

内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放

し
飼
い
に
よ
り
、
交
通
事
故
に
遭

う
ね
こ
が
多
い
こ
と
・
ね
こ
の
庭

へ
の
侵
入
を
快
く
思
わ
な
い
隣
人

が
多
い
こ
と
・
フ
ン
を
し
て
と
て

も
不
衛
生
…
な
ど
、
困
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

所
有
者
不
明
の
ね
こ
に
餌
を
与
え

る
人
は
…

　

子
ね
こ
は
半
年
で
次
の
子
ね
こ

を
産
む
よ
う
に
な
り
、
ね
こ
の
数

が
爆
発
的
に
増
え
ま
す
。
餌
を
与

え
る
の
な
ら
、
ね
こ
が
増
え
な
い

よ
う
に
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る
こ

と
、
餌
場
の
掃
除
・
後
片
付
け
を

す
る
こ
と
、
ね
こ
の
フ
ン
の
後
片

付
け
を
す
る
こ
と
な
ど
、
責
任
を

持
っ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
安
易

に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

数
が
増
え
て
周
り
の
人
に
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。

　

か
わ
い
い
ね
こ
を
嫌
わ
れ
者
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　こたつに入ると気持ちよくなって、ついつい
うたた寝をしてしまう人も多いと思いますが、
風邪には気をつけてくださいね。ここでちょっ
と電気こたつの使い方を見直してみましょう。
環境にやさしいだけでなく、家計にもおトクで
す。

☆こたつ布団に、上掛けと敷布団をあわせて使
いましょう

　年間で電気32.48kWhの省エネ
　約710円の節約
　原油換算8.19ℓ　ＣＯ₂削減量11.4㎏
※　こたつ布団だけの場合と、こたつ布団に上

掛けと敷布団を併用した場合の比較（１日５
時間使用）

☆設定温度は低めにしましょう
　年間で電気48.95kWhの省エネ
　約1,080円の節約
　原油換算12.34ℓ　ＣＯ₂削減量17.2㎏
※　１日５時間使用で、温度調節を「強」から

「中」に下げた場合
【一口メモ】
　こたつは主に腰から下を
暖める暖房機器なので、上
半身は寒くなりがちです。
　カーディガンなどを１枚
多めに着込むことが温かさ
のポイントです。
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ

大事典2011年版】
（本庁くらしと環境課）

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ

犬
・
ね
こ
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

今日からおうちで省エネ!!【電気こたつの巻】
～二酸化炭素（ＣＯ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ご み コラムコラム

　平成21年４月からのごみ処理手数料の値上げ
により、ごみ袋の形状が変更になりました（ご
み袋の種類及び浜田市指定ごみ袋の部分に黒
帯、袋の底部の安全グリップの廃止）。その結果、
約156万枚の旧ごみ袋が在庫として残っていま
したが、その後発生した自然災害の被災地から
の要請により、次のとおり支援物資として送付
しました。送付先では、ごみ袋や火山灰の処理
のほか、避難所での救援物資の配分用の袋とし
て活用されました。
　残りの在庫及び昨年度の新旧ごみ袋の交換で
回収したごみ袋約59万枚については、今後、浜
田市の災害備蓄及びボランティア袋として活用
していきます。

問い合わせ先
　本庁廃棄物リサイクル課（☎�９４３０）

災害名 送付先 送付枚数
奄美豪雨 鹿児島県大和村 10,000枚

霧島山
（新燃岳）

噴火

宮崎県都城市 260,000枚
宮崎県日南市 88,000枚
宮崎県三股町 40,000枚
宮崎県高原町 40,000枚
宮崎県綾町 12,000枚

小計 440,000枚

東日本
大震災

宮城県石巻市 1,014,400枚
宮城県気仙沼市 73,200枚
岩手県大槌町 2,000枚

小計 1,089,600枚
合　計 1,539,600枚

公
営
住
宅

受
付
期
間

　

１
月
16
日
㈪
～
31
日
㈫

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

抽
選
日　
２
月
上
旬

入
居
予
定
日　
２
月
下
旬

※　

間
取
り
・
入
居
条
件
や
そ
の

ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
、
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

公
営
住
宅
・
県
営
住
宅
に
つ
い
て

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

　

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
を

２
月
21
日
㈫
に
予
定
し
て
お
り
、

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象　
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

人
日
時　
１
月
24
日
㈫

　

午
前
11
時
～

場
所　
市
役
所
本
庁
４
階
講
堂

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
１
０
）

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

（
黒
川
改
良
住
宅
は
11
万
４
千

円
以
下
）
で
あ
る
世
帯
。
た
だ

し
高
齢
者
世
帯
・
障
が
い
者
を

含
む
世
帯
・
子
育
て
世
帯
（
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
）
な
ど
は
、
収
入
月
額
が

21
万
４
千
円
以
下
（
黒
川
改
良

住
宅
は
13
万
９
千
円
以
下
）
で

あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

県
営
住
宅

受
付
期
間

　

１
月
４
日
㈬
～
18
日
㈬（
必
着
）

募
集
団
地

・
笠
柄
団
地
（
笠
柄
町
）

・
二
反
田
団
地
（
長
沢
町
）

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
小福井住宅
（２Ｋ） 熱田町 昭和42年度

各１戸

3,400円～
6,700円

内田住宅
（２Ｋ） 内田町 昭和44年度 3,600円～

7,100円
黒川改良住宅
（３ＤＫ） 黒川町 昭和54年度 13,400円～

17,700円
旭ヶ丘団地１号棟
（２ＤＫ） 旭町今市 平成16年度 16,000円～

31,400円
家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分

～『もったいない』は未来につづく合言葉～

旧ごみ袋の災害支援物資としての活用

住
宅

住
宅
入
居
者
募
集

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

産
業
・
地
域
活
性
化
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療
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育
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環
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・
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健
康
・
福
祉

子

育

て

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
島
根

県
及
び
市
で
は
、
平
成
24
年
２
月

に
全
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象

と
し
た
「
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
産
業
分
野
の

経
済
活
動
を
同
一
時
点
で
網
羅
的

に
把
握
す
る
、「
日
本
の
経
済
活

動
の
状
況
」
を
知
る
た
め
の
大
切

な
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策

や
学
術
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て

の
利
活
用
だ
け
で
な
く
、
経
営
の

参
考
資
料
と
し
て
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
も
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
県
知
事
が
任
命
す

る
調
査
員
が
１
月
中
旬
か
ら
訪
問

し
配
布
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
が

届
き
ま
し
た
ら
記
入
の
仕
方
を
ご

覧
の
上
、
漏
れ
な
く
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

安
全
安
心
推
進
課
行
政
相
談
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　

浜
田
の
商
店
街
や
お
店
の
情
報

発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き

ま
し
た
。

浜
田
よ
り
ん
さ
い
と

http://w
w
w
.ham

ayori.jp/

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
お
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

料
金　
無
料
（
当
面
の
間
）

申
込
方
法　
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、

電
話
又
は
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

必
須
事
項　
お
店
の
名
前
（
ふ
り

が
な
）・
種
別
・
住
所
・
電
話

番
号
・
定
休
日
・
営
業
時
間
・

駐
車
場
の
有
無
・
お
店
の
紹
介

（
２
０
０
文
字
以
内
）

任
意
事
項　
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
及
び
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
メ
ー
ル
・
ブ
ロ

グ
の
各
ア
ド
レ
ス

掲
載
写
真　
１
枚
（
撮
影
に
伺
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
商
工
係

（
☎
�
９
５
０
１
・
▢FAX
�
４
０

４
０
）

Em
ail:sangyou@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

平
成
24
・
25
年
度
に
市
が
発
注

す
る
物
品
の
買
入
れ
、
役
務
の
提

供
な
ど
の
請
負
契
約
に
係
る
入
札

（
見
積
り
）
参
加
希
望
者
は
、
資

格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
要
領
・
様
式
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈬
～
29
日

㈬
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

※　

郵
送
の
場
合
は
２
月
29
日
㈬

の
消
印
有
効
・
宅
配
の
場
合
は

２
月
29
日
㈬
必
着
で
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

　

市
で
は
、
独
身
男
女
の
出
会
い

を
応
援
す
る
事
業
と
し
て
、
セ
ン

ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
出
会
い

の
マ
ナ
ー
や
言
葉
遣
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
、

異
性
と
接
す
る
際
の
基
本
を
学
ぶ

も
の
で
す
。

対
象　
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

日
時　
２
月
４
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定
員　
男
女
各
10
人

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
16
日
㈪

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
定

住
対
策
課
及
び
各
支
所
自
治
振

興
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※　

詳
し
く
は
後
日
、
参
加
者
へ

案
内
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課
【
〒
６
９
７

-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
２
２
０
）】

Em
ail:teijyuu@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
い
て
「
ふ
る

さ
と
“
は
ま
だ
”
に
貢
献
し
た
い
、

応
援
し
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
７
つ
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
に

沿
っ
た
事
業
に
寄
附
金
を
充
て
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
市
外
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん

に
も
「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

伝
統
芸
能
並
び
に
地
域
文
化

の
伝
承
及
び
育
成
に
関
す
る
事

業
⑵　

特
産
品
の
育
成
及
び
地
域
産

業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

⑶　

自
然
環
境
並
び
に
地
域
景
観

の
保
全
及
び
活
用
に
関
す
る
事

業
⑷　

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
す
る

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

⑸　

青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
教

育
環
境
整
備
に
関
す
る
事
業

⑹　

浜
田
城
に
関
す
る
資
料
館
及

び
城
山
整
備
に
関
す
る
事
業

⑺　

そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に

市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

【
寄
附
の
特
典
】

　

寄
附
の
お
礼
と
し
て
、
１
万
円

以
上
の
寄
附
者
に
、
石
見
神
楽
カ

レ
ン
ダ
ー
を
贈
呈
し
ま
す
。ま
た
、

３
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
は
３
千

円
相
当
、
５
万
円
以
上
の
寄
附
者

に
は
５
千
円
相
当
、
10
万
円
以

上
の
寄
附
者
に
は
１
万
円
相
当
、

30
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
は
２
万

円
相
当
、
50
万
円
以
上
の
寄
附
者

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

『
浜
田
よ
り
ん
さ
い
と
』

掲
載
店
舗
募
集
中
！

平
成
24
・
25
年
度
物
品
・
役
務

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

セ
ン
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
ふ
る
さ
と
寄
附
」
で
浜
田
市

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
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に
は
３
万
円
相
当
の
特
産
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

【
寄
附
の
方
法
】

①　

ふ
る
さ
と
寄
附
申
出
書
（
本

庁
定
住
対
策
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
・
電
子
申
請
で
も
可
）。

②　

窓
口
へ
来
庁
さ
れ
た
場
合
、

寄
附
金
の
納
入
書
を
そ
の
場
で

発
行
し
ま
す
。
郵
送
な
ど
の
場

合
は
、
送
付
し
ま
す
（
県
外
在

住
者
に
は
郵
便
振
替
用
紙
を
添

え
て
送
付
し
ま
す
）。

③　

納
入
書
に
よ
り
寄
附
金
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

次
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て

も
ら
う
場
合
の
振
込
手
数
料
は

無
料
で
す
。

山
陰
合
同
銀
行
・
い
わ
み
中
央

農
業
協
同
組
合
・
島
根
銀
行
・

中
国
労
働
金
庫
・
島
根
益
田
信

用
組
合
・
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
協

同
組
合
・
日
本
海
信
用
金
庫
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

④　

納
付
確
認
後
、
寄
附
金
受
領

証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。
寄
附

金
受
領
証
明
書
は
、
寄
附
金
控

除
の
申
告
に
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課
【
〒
６
９
７

-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
２
２
０
・
▢FAX
�
１
８

６
６
）】

Em
ail:teijyuu@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

次
の
期
間
、
申
告
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。
各
自
治
区
や
出
張

申
告
会
場
の
日
程
は
、『
広
報
は

ま
だ
』
２
月
号
で
、
申
告
書
の
書

き
方
や
申
告
用
紙
の
掲
載
と
併
せ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
告
相
談
の
ほ
か
に
、
税
金
の

こ
と
や
国
民
健
康
保
険
料
の
こ
と

な
ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
窓
口

期
間

　

２
月
６
日
㈪
～
３
月
15
日
㈭

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

　

こ
の
申
告
は
市
民
税
県
民
税
な

ど
を
正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な

り
、
ま
た
所
得
・
課
税
証
明
な
ど

の
証
明
書
の
発
行
に
必
要
な
も
の

で
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な
人
は

申
告
期
限
（
３
月
15
日
㈭
）
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
23
年
中
に
給
与
等
の
支
払

を
さ
れ
た
人
の
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
先　
本
庁
税
務
課

対
象　
平
成
24
年
１
月
１
日
に
浜

田
市
に
住
所
が
あ
る
人

※　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人

の
も
の
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　
給
与
支
払
報
告
書
は
、

正
本
と
複
本
の
２
部
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
正
本
に
は
浜
田

市
提
出
用
の
総
括
表
と
徴
収
区

分
仕
切
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
や
宅
配
で
の
提
出
も

受
け
付
け
ま
す
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈫

　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、

磁
気
デ
ィ
ス
ク
や
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
で
の
提
出
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

平
成
23
年
分
所
得
税
・
平
成
24

年
度
市
民
税
県
民
税
（
個
人
住
民

税
）
か
ら
次
の
よ
う
に
扶
養
控
除

が
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
伴
い
、

年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の
扶

養
親
族
）
に
係
る
扶
養
控
除
（
控

除
額
33
万
円
）が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

特
定
扶
養
控
除
の
縮
小

　

特
定
扶
養
親
族
（
16
歳
以
上
23

歳
未
満
の
扶
養
親
族
）
は
、
高
校

の
授
業
料
無
償
化
に
伴
い
、
16
歳

以
上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に

限
っ
て
、
扶
養
控
除
額
の
上
乗
せ

部
分
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、

扶
養
控
除
額
が
33
万
円
に
縮
小
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、　19
歳
未
満
の

人
を
扶
養
し
て
い
る
人
は
、
平
成

　
23
年
分
所
得
税
・
平
成　
24
年
度
市

民
税
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）
の

負
担
が
、
原
則
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事

業
用
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申

告
期
限
ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
告
期
限　
１
月
31
日
㈫

申
告
相
談
窓
口
の
設
置

　

次
の
期
間
、
償
却
資
産
の
申
告

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

期
間　
１
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

必
要
書
類　
申
告
書
類
一
式
・
法

人
税
又
は
所
得
税
の
確
定
申
告

関
係
書
類
・
印
鑑
（
法
人
の
場

合
は
法
人
印
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

税
務
・
納
税

平
成
24
年
度
市
民
税
県
民
税

（
兼
国
民
健
康
保
険
料
・
介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
）
の
申
告

平
成
24
年
度
市
民
税
県
民
税

（
個
人
住
民
税
）
に
か
か
る

税
制
改
正

平
成
24
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）の
申
告
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
会
場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

開
設
期
間

　

２
月
１
日
㈬
～
３
月
15
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
の
開
設

期
間
中
は
、
税
務
署
庁
舎
に
は

申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
告
書
の
送
付
先
や
電
話
で

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
浜
田
税

務
署
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※　

申
告
会
場
（
石
央
文
化
ホ
ー

ル
）
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
な
ど

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
校
と
税
務
署
が
協
力
し
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

し
て
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
体
験
が
で
き

る「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
９
日
㈭

　

午
前
の
部　

午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
浜
田
商
業
高
等
学
校

※　

参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
参
加
を
希
望
す
る
人

は
、
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

年
金
所
得
者
の
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課

後
児
童
居
場
所
は
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
の
児
童
で
、
保
護

者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
、
放
課
後

家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
生

活
の
場
を
提
供
し
、
遊
び
や
生
活

指
導
を
通
し
て
そ
の
児
童
の
健
全

育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

対
象
児
童　
原
則
と
し
て
、
現
在

小
学
校
１
・
２
年
生
の
児
童
及

び
４
月
就
学
予
定
の
児
童

定
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

各
ク
ラ
ブ
定
員（
20
人
～
70
人
）

放
課
後
児
童
居
場
所

　

各
居
場
所
10
人
程
度

※　

定
員
を
上
回
る
申
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
各
ク
ラ
ブ
・

居
場
所
の
状
況
に
応
じ
て
検
討

し
ま
す
。

実
施
日
時

・
月
～
金
曜
日
（
平
常
授
業
日
）

　

放
課
後
～
午
後
６
時

・
夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

・
学
校
の
振
替
休
日

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

・
土
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

負
担
金　
児
童
１
人
あ
た
り

月
額
６
、
０
０
０
円
（
お
や
つ

代
１
、
０
０
０
円
を
含
む
。）

※　

た
だ
し
、
夏
休
み
期
間
中
の

　

７
月
・
８
月
は
月
額
２
、
５
０

　

０
円
を
加
算
し
ま
す
。
土
曜
日

利
用
者
は
月
額
１
、
７
０
０
円

（
お
や
つ
代
２
０
０
円
を
含

む
。）
を
加
算
し
ま
す
。
別
途
、

傷
害
保
険
料
が
必
要
で
す
。

申
込
期
間

　

１
月
６
日
㈮
～
20
日
㈮

申
込
方
法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

申
込
用
紙
（
本
庁
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
・
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
就
労

証
明
書
を
添
え
て
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
決
定
通
知
は
、
市

か
ら
送
付
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
居
場
所

　

有
福
保
育
園
・
つ
く
し
保
育
園
・

今
福
保
育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

放課後児童クラブ・放課後児童居場所一覧
クラブ名 対象の小学校 提出・問い合わせ先

浜田

杉の子学級放課後児童クラブ 石見小

本庁１階子育て支援課
⑫番窓口
（☎�９３３０）

ふたば学級放課後児童クラブ 原井小
ひまわり学級放課後児童クラブ 周布小
ひまわり第２学級放課後児童クラブ 周布小（日脚町）
山ばと学級放課後児童クラブ 美川小
さくら学級放課後児童クラブ 三階小
くすのき学級放課後児童クラブ 松原小
かもめ学級放課後児童クラブ 国府小
とびうお学級放課後児童クラブ 長浜小
若潮学級放課後児童クラブ 雲雀丘小
かぜの子学級放課後児童クラブ 上府小

弥栄 やさか児童クラブ 弥栄小 市弥栄支所市民福祉課
（☎�２６５６）

金城 雲城地区児童クラブ 雲城小 市金城支所市民福祉課
（☎�１２３５）

旭 今市児童クラブ 旭自治区内
小学校

市旭支所市民福祉課
（☎�１４３５）

三隅 三隅小児童クラブ 三隅小 市三隅支所市民福祉課
（☎�２８０６）岡見小児童クラブ 岡見小

浜田 有福保育園（放課後児童居場所） 有福小 有福保育園（☎�８４８０）
つくし保育園（放課後児童居場所）佐野小･後野小 つくし保育園（☎�０５６５）

金城 今福保育園（放課後児童居場所） 今福小 今福保育園（☎�１７６９）

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

子
育
て

平
成
24
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
居

場
所
入
会
児
童
の
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
浜
田
自
治
区
10
か
所
、
弥
栄
自

治
区
１
か
所
）
で
小
学
校
１
年
生

か
ら
３
年
生
の
児
童
の
生
活
指
導

に
あ
た
る
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

・
パ
ー
ト
主
任
指
導
員　

若
干
名

・
パ
ー
ト
指
導
員　
　
　

若
干
名

・
パ
ー
ト
代
替
指
導
員　

若
干
名

資
格
要
件

①
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

②
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

又
は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資

格
を
有
す
る
人

③
助
産
施
設
・
乳
児
院
・
母
子
生

活
支
援
施
設
・
保
育
所
・
児
童

厚
生
施
設
・
児
童
養
護
施
設
な

ど
に
２
年
以
上
従
事
し
た
こ
と

の
あ
る
人

④
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る

人

⑤
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ

る
人

※　

①
～
⑤
の
う
ち
、
１
つ
以
上

を
満
た
す
人

雇
用
期
間

　

４
月
～
平
成
25
年
３
月

勤
務
日　
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
日

申
込
締
切
日　
１
月
31
日
㈫

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を

貼
布
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
面
接
・
書
類
に
よ
る

選
考

※　

雇
用
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

市
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

職種 勤務日数 勤務日 勤務地 勤務時間

パート主任指導員

月～土曜日のうち、
５～６日

月～金曜日 浜田自治区 13:00～18:00までの５時間程度
弥栄自治区 13:30～18:30までの５時間程度

土曜日 浜田自治区
弥栄自治区  8:00～18:00までの５時間程度

パート指導員
月～金曜日 浜田自治区 13:00～18:00までの４～５時間程度

弥栄自治区 13:30～18:30までの３～５時間程度

土曜日 浜田自治区
弥栄自治区  8:00～18:00までの５時間程度

パート代替指導員 月～土曜日のうち、 
勤務可能な日

月～金曜日 浜田自治区 13:00～18:00までの４～５時間程度
土曜日  8:00～18:00までの５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休日は、8:00～18:00までの５時間程度

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
２
月
２
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

　

１
月
19
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

市
で
は
、
食
育
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
と
連
携
し
、
来
て
、

見
て
、
味
わ
い
、
楽
し
め
る
「
第

６
回
食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
５
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
パ

ネ
ル
展
示
・
試
食
・
販
売
な
ど

講
演
及
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン講
師　
柿
沢
安
耶
さ
ん
（
世
界
初

の
野
菜
ス
イ
ー
ツ
専
門
店
「
パ

テ
ィ
ス
リ
ー
ポ
タ
ジ
ェ
」
オ
ー

ナ
ー
パ
テ
ィ
シ
エ
）

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

平
成
24
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
指
導
員
な
ど
の
募
集

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

第
６
回
食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田
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広報はまだ：平成24年１月号　　　18

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

　冬になると、子どもの肌はトラブルを起こしやすくなり
ます。
　大人に比べて皮膚が薄く、皮脂の分泌量の少ない子ども
は、空気が乾燥する冬場は特に皮膚が乾燥しやすくなりま
す。皮膚の乾燥から外部からの刺激に対するバリア機能が
弱まり皮膚に炎症を起こしやすくなります。

※　次回２月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

～子どもの皮膚のカサカサを防ぐには～

○　お風呂で体を清潔に保ちましょう。石けん
などはよく洗い流しましょう。

○　肌に直接触れる衣類や下着は、綿などのな
るべく刺激の少ないものを選びましょう。

○　引っかくことで皮膚を傷つけないように、
つめは短く切りましょう。

○　部屋の空気が乾燥しすぎないよう、暖房時
には加湿をしましょう（室内に洗濯物を干す
のも効果的です）。

○　お風呂上りや外出前などに保湿剤を上手に
使いましょう（子どもの肌はデリケートなの
で、使う前に少量塗ってみて肌トラブルを起
こさないことを確認してから使いましょう）。

～薄着で皮膚に刺激を！！～

　寒い時期だからこそ、薄着で過ごしましょう。
薄着で過ごすことで皮膚が外気に触れ、寒さを
知ることで適応能力を高め、体の調節機能も高
まります。大人より１枚少なく着せるのが目安
です。

（三隅支所市民福祉課）

　

平
成
23
年
度
島
根
県
歯
科
医
師

会
実
施
の
「
８
０
２
０
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
及
び
浜
田
圏
域
健

康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議
実
施
の

「
７
０
２
４
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
表

彰
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
、
80
歳
で
20
本
以
上

の
歯
を
目
指
し
、
日
頃
か
ら
歯
み

が
き
・
歯
の
手
入
れ
を
し
、
口
の

中
か
ら
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞　
橋
本
英
樹
さ
ん

（
80
歳
28
本
・
浅
井
町
）

優
良
賞　
山
田
文
子
さ
ん

（
82
歳
28
本
・
内
村
町
）

永
井
秀
男
さ
ん

（
80
歳
28
本
・
長
浜
町
）

山
本
裕
子
さ
ん

（
82
歳
26
本
・
内
村
町
）

斉
ヶ
原
義
実
さ
ん

（
82
歳
21
本
・
相
生
町
）

福
川
喜
久
雄
さ
ん

（
81
歳
24
本
・
長
沢
町
）

細
谷
ヒ
サ
エ
さ
ん

（
91
歳
20
本
・
旭
町
）

岡
本
一
雄
さ
ん

（
91
歳
28
本
・
旭
町
）

松
井
英
代
さ
ん

（
81
歳
27
本
・
三
隅
町
）

７
０
２
４
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞　
本
田
雄
一
さ
ん

（
70
歳
28
本
・
黒
川
町
）

優
秀
賞　
岡
本　

強
さ
ん

（
73
歳
30
本
・
熱
田
町
）

植
田
良
好
さ
ん

（
74
歳
29
本
・
熱
田
町
）

三
賀
森
栄
子
さ
ん

（
77
歳
29
本
・
三
隅
町
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

子どもの冬のお肌対策

健
康
・
福
祉

口
の
中
か
ら
健
康
に



19　　　広報はまだ：平成24年１月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
い
る
医
師
が
、
病
気
の
予
防

や
医
療
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
１
月
30
日
㈪

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館
１
階
研
修
室

テ
ー
マ　
元
気
に
老
い
る
た
め
に

～
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
へ
の
処
方

箋
～

講
師　
石
根
昌
幸
さ
ん
（
や
す
ぎ

ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長
）

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

※　

公
民
館
隣
の
駐
車
場
が
満
杯

の
場
合
は
、
市
役
所
東
分
庁
舎

前
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

市
医
師
会
（
☎
�
０
９
６
７
）

　

県
で
は
、
自
治
医
科
大
学
医
学

部
で
勉
強
し
、
島
根
の
医
療
を

担
っ
て
い
こ
う
と
い
う
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員　
県
内
か
ら
２
～
３
人

（
全
国
で
１
１
０
人
）

受
付
期
間

　

１
月
４
日
㈬
～
18
日
㈬

午
後
５
時
ま
で（
郵
送
の
場
合
、

１
月
17
日
㈫
の
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験

　

１
月
23
日
㈪
・
24
日
㈫

試
験
会
場　
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く

も
（
松
江
市
）

試
験
科
目　
学
力
試
験
【
数
学
・

理
科
（
２
科
目
）・
英
語
】・
面

接
試
験

※　

卒
業
後
、県
内
で
一
定
期
間
、

地
域
の
病
院
・
診
療
所
に
勤
務

す
れ
ば
、
授
業
料
な
ど
が
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
２
�
６
６
８
３
）

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画

（
素
案
）
及
び
浜
田
市
障
害
福

祉
計
画
（
素
案
）

募
集
・
閲
覧
期
間

　

１
月
４
日
㈬
～
２
月
２
日
㈭

閲
覧
場
所

市
役
所
本
庁
高
齢
者
障
が
い
者

福
祉
課

市
役
所
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
22
年
６
月
16
日
現
在
で
日
本

国
籍
を
有
す
る
存
命
の
人
（
平

成
22
年
６
月
16
日
以
降
に
亡
く

な
っ
た
人
の
相
続
人
は
請
求
で

き
ま
す
。）

請
求
受
付
期
限　
３
月
31
日
㈯

※　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
か

ら
請
求
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事

業
部
特
別
給
付
金
担
当

（
☎
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０

-

０
５
９-

２
０
４
）

受
付
時
間　
平
日　

午
前
９
時
～

午
後
６
時
（
土
・
日
・
祝
日
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

子宮頸がん検診
　平成23年度から、子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰ
Ｖ（ヒトパピローマウイルス）検査を無料で受けるこ
とができます。

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　２月29日㈬まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　産婦人科江木医院　１月27日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　１月16日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

問い合わせ先　本庁地域医療対策課健康推進係
　　　　　　　　（☎�９３１１）
　　　　　　　各支所市民福祉課

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座

平
成
24
年
度
自
治
医
科
大
学

医
学
部
入
学
者
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

戦
後
強
制
抑
留
者
の

皆
さ
ん
へ

１月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

石
見
幼
稚
園
人
権
・
同
和
教
育
講

演
会

日
時　
１
月
20
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
45
分

場
所　
石
見
幼
稚
園

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東

公
園
第
一
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

演
題　
「
生
き
る
」と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

浜
田
高
等
学
校
今
市
分
校
人
権
集

会日
時　
１
月
27
日
㈮　

午
前
10
時

55
分
～
午
後
０
時
15
分

場
所　
今
市
分
校
視
聴
覚
教
室

演
題　
「
生
き
る
」と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

旭
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
１
月
27
日
㈮

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
旭
中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

演
題　
「
生
き
る
」と
い
う
こ
と

講
師　
向
村
成
人
さ
ん
（
源
氏
蛍

の
会
代
表
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

浜
田
高
等
学
校
今
市
分
校

（
☎
�
０
０
１
５
）

旭
中
学
校
（
☎
�
０
０
７
６
）

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　
４
月
１
日
㈰
～
平
成

25
年
３
月
31
日
㈰
に
実
施
す
る

次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円

～
50
万
円

募
集
締
切
日　
１
月
15
日
㈰
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
人

権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及

び
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
決
定　
３
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
事
務
局
（
☎
０
８
５
４
�
５

５
１
４
・
▢FAX
０
８
５
４
�
５
５

８
９
）

　

優
れ
た
素
質
と
向
学
心
を
持
ち

な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
生
徒
又
は
学
生
に

対
し
、
修
学
支
援
の
た
め
の
奨
学

金
を
貸
与
し
ま
す
。
ほ
か
の
奨
学

金
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有

す
る
人

・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校（
後

期
課
程
に
限
る
。）・
高
等
専
門

学
校
・
大
学
・
短
期
大
学
・
専

修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
。）

に
進
学
予
定
又
は
在
学
中
の
人

・
向
学
心
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

人
・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優

秀
な
人

支
給
額　
年
２
回
、
４
月
と
10
月

に
半
年
分
ず
つ
貸
与
し
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

月
額
１
０
、
０
０
０
円

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）

月
額
３
０
、
０
０
０
円

返
還
期
間　
卒
業
の
翌
月
か
ら
２

年
を
経
過
し
た
後
、
次
の
期
間

内
に
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校６

年

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）　
　
　
　
　

12
年

※　

卒
業
後
一
定
期
間
、
浜
田
市

に
在
住
し
、
就
労
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
一
部
返
還
が
免
除
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
募
集
要
項
と
申
請
書

は
、各
中
学
校
及
び
高
等
学
校
・

本
庁
教
育
総
務
課
・
各
支
所
教

育
委
員
会
分
室
に
あ
り
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接

又
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　
３
月
30
日
㈮

午
後
５
時
ま
で（
郵
送
の
場
合
、

３
月
30
日
㈮
の
消
印
有
効
）

※　

保
護
者
の
経
済
状
況
の
急
激

な
変
化
に
よ
り
修
学
が
困
難
に

な
っ
た
人
を
対
象
と
す
る
浜
田

市
緊
急
奨
学
金
貸
与
者
は
、
４

月
以
降
に
随
時
募
集
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
【
〒
６
９
７

-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
７
０
０
）】

人
権
集
会
・
講
演
会

人
権

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
平
成
24
年
度

前
期
助
成
事
業

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

平
成
24
年
度
浜
田
市
奨
学
金

貸
与
者
の
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

中
国
語
講
座

　

12
月
に
行
っ
た
入
門
編
の
続
き

の
講
座
で
す
。
比
較
的
簡
単
な
内

容
で
す
の
で
初
心
者
も
大
歓
迎
で

す
。
実
際
に
使
え
る
中
国
語
講
座

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師　
高
建
軍（
市
国
際
交
流
員
）

日
時　
１
月
13
日
㈮
・
20
日
㈮
・

27
日
㈮
・
２
月
３
日
㈮
・
10
日

㈮
・
17
日
㈮
・
24
日
㈮
・
３
月

２
日
㈮
・
９
日
㈮
・
16
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
長
浜
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
１
月
12
日
㈭

ク
ー
ル
英
会
話
！

　

英
語
で
話
す
機
会
を
探
し
て
い

る
と
い
う
人
。
ま
た
「
ク
ー
ル
英

会
話
！
」
を
行
い
ま
す
。
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
ん
な
状
況
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ

う
に
、一
緒
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

　

引
き
続
き
の
人
も
、
新
し
く
参

加
す
る
人
も
歓
迎
で
す
。

講
師　
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ベ
ッ
ク
マ

ン
（
市
国
際
交
流
員
）

日
程　
１
月
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・

30
日
㈪
・
２
月
６
日
㈪
・
13
日

㈪
・
20
日
㈪
・
27
日
㈪
・
３
月

５
日
㈪
・
12
日
㈪
・
19
日
㈪

時
間

初
級
（
昼
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

初
級
（
夜
）

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

中
級

　

午
後
７
時
45
分
～
８
時
45
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員

初
級
（
昼
）　
15
人

初
級
（
夜
）　
12
人

中
級　
　
　
　

12
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
13
日
㈮

ア
メ
リ
カ
文
学
を
読
も
う
！

　

今
年
も
ア
メ
リ
カ
文
学
の
読
者

サ
ー
ク
ル
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に

幅
広
い
（
お
も
し
ろ
い
・
不
思
議

な
・
考
え
さ
せ
る
内
容
な
ど
の
）

詩
や
小
説
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
英
文
学
が
好
き
な
人
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師　
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ベ
ッ
ク
マ

ン
（
市
国
際
交
流
員
）

日
時　
１
月
18
日
㈬
・
25
日
㈬
・

２
月
１
日
㈬
・
８
日
㈬
・
15
日

㈬
・
22
日
㈬
・
29
日
㈬
・
３
月

７
日
㈬
・
14
日
㈬
・
21
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
17
日
㈫

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

日
本
語
。
外
国
人
の
目
か
ら
見
る

と
ど
ん
な
言
葉
な
の
で
し
ょ
う
。

４
回
に
わ
た
っ
て
、
外
国
人
か
ら

見
た
日
本
語
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
回　
や
さ
し
い
日
本
語
っ
て
？

第
２
回　
日
本
語
の
文
字
と
音

第
３
回　
日
本
語
の
文
の
し
く
み

‐
動
詞
‐

第
４
回　
日
本
語
（
初
級
）
の
教

え
方

※　

内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

講
師　
野
上
明
子
さ
ん

日
時　
１
月
21
日
㈯
・
28
日
㈯
・

２
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
18
日
㈬

「
み
ん
な
の
日
本
語
」
研
修
会

　

昨
年
大
好
評
だ
っ
た
「
み
ん
な

の
日
本
語
」
研
修
会
を
、
今
年
も

行
い
ま
す
。
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
日
本
語
に
興
味
の
あ
る
人
も
大

歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※　
「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

は
、
在
住
外
国
人
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
日
本
語
を
教
え
て
い

る
人
の
こ
と
で
す
。

講
師　
澤
田
幸
子
さ
ん
（
Ａ
Ｏ
Ｔ

Ｓ
関
西
研
修
セ
ン
タ
ー
日
本
語

教
師
）

日
時　
２
月
５
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
40
人

料
金　
５
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
２
月
１
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

対
象　
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

日
程

　

後
期
１
回
目　

１
月
21
日
㈯

　
　
　

２
回
目　

２
月
４
日
㈯

※　

１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で

す
。

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

定
員　
各
回
30
人

参
加
料　
１
回
分
６
５
０
円

（
貸
靴
代
・
滑
走
料
）

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
生
涯

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
料

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

や
っ
て
み
よ
う
、

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！

～
外
国
語
が
日
本
語
？
～

初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
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かなぎ
11月５日㈯・６日㈰

第２4回さざんか祭り
（ふれあいジム・かなぎ）

あさひ
11月13日㈰

旭ふる里まつり2011
（市役所旭支所周辺ほか）

みすみ
11月12日㈯・13日㈰

みすみフェスティバル
（三隅中央公園多目的広場周辺）

↑今年初出展の軽トラ市（縁の里づくり委員会） ↑農林産物即売コーナーは今年も大盛況

↑豪華景品が当たる「お楽しみ抽選会」

祭りのハイライト、ロー
ドレース大会。真剣勝負
で健脚を競います。　→

　２日間で約5,200人の来場者があり、会場はにぎわいを見
せました。

↑三隅小学校児童による鼓笛パレード

祭りのフィナーレを飾る
餅まき↓

農産物の品評会や各種
展示会で大にぎわい↓

旭中学校吹奏学部による演奏↓

↑神楽やダンスなどが披露されました ↑大道芸を楽しむ観客

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
か
な
ぎ
・
あ
さ
ひ
・
み
す
み
編
）

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
か
な
ぎ
・
あ
さ
ひ
・
み
す
み
編
）
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　12月11日㈰、浜田－益田間駅伝競走大会（しおかぜ駅伝）が
行われました。石見の冬の風物詩となったこの大会に、島根県
内から39チームが参加、浜田市からも各自治区から５チームが
ふるさとの誇りをかけて、タスキをつなぎました。
　浜田市のチームの成績は次のとおりです。
チーム　浜田　第６位　　金城　第11位　　三隅　第22位

旭　　第27位　　弥栄　第37位
個人　　入江廉太郎さん（金城）第５区区間賞

バハキ・フェルナンダ・アリゾノさん（浜田）ホープ賞

合唱グループによるコーラス

11月23日㈷、「万灯山公園イルミネーション点灯式」が万灯
山公園（琵琶町）で行われました。

この催しは、浜田に活力を生む元気のでる灯を点灯し、公園
周辺の景観をイルミネーションで華やかにすることを目的に浜
田青年会議所が主体となって行っています。

高さ10ｍのヒマラヤ杉を中心に、公園内の木々を約1，900個
の電飾が彩り、会場全体が幻想的な雰囲気に包まれました。

また、公園内には市内の合唱グループによる歌声が響き、来
場者には温かいぜんざいが振る舞われました。

　11月27日㈰、「第３回よばれんさい」が弥栄ふるさと体験村
で開催されました。この催しは、山・森の自然環境を炎と共に
感じて考えてもらうことを目的とし、当日はチェンソーアート
や薪ストーブの展示のほか、体験型の「薪割り」、「しめ飾り作
り」、「クリスマスリース作り」が行われました。また、出店
コーナーでは薪窯ピザや猪汁・七輪焼肉など温かく香り高いメ
ニューの出品があり、来場者から好評を得ていました。
　弥栄特有の「寒さ」の中に、炭や薪による炎の暖かさが際立
つ一日となりました。

　11月30日㈬、ヤマザクラの卒業記念植樹が三隅中央公園陸上
競技場横で行われました。
　これは、環境保護を目的に結成された「三隅中学校緑の少年
団」の緑化活動として平成13年から毎年行っており、今年は３
年生58人が参加しました。初めに西部農林振興センターの職員
から、植栽するときの注意点などの説明を受け、その後、ヤマ
ザクラの苗木20本を山の斜面へ等間隔に植栽しました。
　参加した生徒たちは、「卒業のよい思い出になります。順調
に成長してほしい。」と笑顔で話していました。

オープニングのチェンソーアート

ヤマザクラの苗木を丁寧に植える生徒たち

最後の力を振り絞りゴールする村武慎平さん（浜田）

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

山林の木は暖かなごちそう
～ 第３回よばれんさい ～

やさか

卒業を記念してヤマザクラを植栽
～ 三隅中学校 緑の少年団 ～

ふるさとの誇りをタスキに込め、石見路を駆ける
～ 浜田－益田間駅伝競走大会（しおかぜ駅伝） ～

幻想的な世界へ
～ 万灯山公園イルミネーション点灯式 ～

みすみ

はまだ
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危険な場所をマップに記入する参加者

　11月12日㈯、「地域安全マップ作成研修会」が、みどりかい
かん周辺を会場に開催されました。
　この研修会は、浜田警察署・浜田市防犯協会から講師を招き、
地域安全マップの普及・啓発を目的に開催。地域安全推進員を
はじめ、防犯パトロール隊員・小学校など関係団体から17人が
参加しました。
　参加者からは、「歩いてみると思ったより危険な場所が多い。」
「各地域でも関係団体が一緒になり、マップ作成に取り組みた
い。」などの意見があり、マップ作りの必要性を再認識しました。

　11月20日㈰、「美又温泉“秋を喰う会”」と「産直市」が美又
温泉や美又公民館などを会場に開催されました。
　この催しは、地域のまちづくり組織「美又湯気の里づくり委
員会」の交流事業として実施。当日は、広島県や松江市などか
ら28人の参加があり、農業勉強会、会食会、柿や野菜の収穫、
地元の旬の野菜を持ち寄った産直市などが行われました。
　参加者からは、「初めてイノシシの肉を食べた。おいしかった。
来年も参加したい。」などの声がありました。

　11月23日㈷、「第５回アクアみすみ水泳記録会」がアクアみ
すみで開催されました。
　これは、アクアみすみ10周年を記念して始められた行事で、
ラ・ぺアーレ浜田と合同で開催。各施設利用者の３歳から74歳
までの106人が日頃の練習の成果を発揮し、力泳を披露しまし
た。お楽しみタイムでは、水上浮島渡りレース対決が行われ、
笑いあり感動ありの楽しい１日となりました。
　また、今年から新設された「応援・泳ぎ・笑顔が輝く、きら
めき賞」が、15人の参加者に贈られました。　

地区住民と参加者との交流会食会

賞を授与される参加者

　11月23日㈷、弥栄自治区２地区のまちづくり推進委員会によ
る合同視察研修が行われました。
　視察で訪れたのは、飯石郡飯南町「谷自治振興会」・邑智郡
邑南町「てごぉする会」そして広島県庄原市「山内自治振興区」
の３か所です。どの団体も、過疎の影響による高齢化や豪雪に
対して、地域が一丸となって、ほかより優れた取組を行ってい
る地域です。
　参加したまちづくり推進委員は、取組内容の説明を受けた後、
質問や意見交換を熱心に行いました。今後のまちづくりのため、みんな真剣です

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

かなぎ

やさか活力あるやさかづくりのために
～ 弥栄自治区まちづくり推進委員会視察研修 ～

ベストタイムを目指して！
～ 第5回アクアみすみ水泳記録会 ～

美又温泉「秋を喰
く

う会」
～ 美又湯気の里づくり委員会 ～

マップづくりで安全安心なまちづくり
～ 地域安全マップ作成研修会 ～

かなぎ

みすみ
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　11月6日㈰、「関東弥栄会定期総会」が東京プリンスホテル
で行われました。この日は、関東在住の弥栄出身者、約70人が
参加しました。
　会場では、安城神楽社中による勇壮な石見神楽が上演され、
８頭の大

お ろ ち

蛇が横一列に並ぶ様は壮観でした。
　また、弥栄の特産品販売コーナーが設けられ、出身者は産品
の説明を聞きながら購入していました。中でも新製品「どぶろ
く饅頭」の試食ができるコーナーは大変好評でした。

車椅子の指導を受ける生徒

10月28日㈮・29日㈯の２日間、平成25年３月末をもって閉校
する、浜田高等学校今市分校の最後の文化祭が開催されました。

初日はプロダンサーとのダンス交流を行い、リズミカルな動
きで観客を魅了しました。翌日は、障がい者スポーツ団体の代
表である尾崎裕一郎さんを講師に招き、指導を受けながら車椅
子でのバスケットボールの試合が行われ、生徒のはつらつとし
たプレーに会場は歓声に包まれました。また、模擬店では、生
徒の作る料理に舌鼓を打ち、在校生21人は最後の文化祭を惜し
んでいました。

　11月3日㈷、島根あさひ社会復帰促進センターの施設見学会
が開催されました。市内外から多くの人が訪れ、ふだん入るこ
とのできない施設の内部を見学した来場者は、最新のセキュリ
ティシステムに終始驚きの声を上げていました。
　当センターでは、訓練生の社会復帰のために盲導犬パピー育
成プログラムを導入しており、パピーに接した見学者は「かわ
いい」と目を細めていました。また、屋外では石見焼きの刑務
作業体験などがあり、当センターを身近に感じられる１日にな
りました。

　11月４日㈮・11日㈮・14日㈪の３回、保育園の園児によるい
も掘り体験が、きんた農園ベリーネで行われました。
　この取組は、新開団地にある観光農園のきんた農園ベリーネ
で、今年栽培したさつまいも2,500株が、収穫時期を迎え十分
に成長したため、市内の保育園などに無料で収穫体験をしても
らおうと企画されたものです。
　４日㈮には、くもぎ保育園の園児34人が参加し、施設の職員
と一緒にいも掘りを体験。園児からは「大きいおいもがたくさ
ん採れたよ。」と歓声が上がりました。　

2頭のパピーとふれあう見学者

さつまいもがいっぱい採れたよ！

好評だった弥栄の特産品販売コーナー

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

施設内覧会に300人来場
～ 島根あさひ社会復帰促進センター施設見学会 ～

あさひ

保育園児のいも堀り体験
～ きんた農園ベリーネの取組 ～

首都圏に拡がる弥栄の輪
～ 関東弥栄会定期総会・懇親会 ～

最後で最高の文化祭
～ 今市分校文化祭 ～

かなぎ

あさひ

やさか
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☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○１月の休館日　１日㈷～３日㈫・
　　　　　　　　９日㈷
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浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○１月の休館日　１日㈷～３日㈫・
　　　　　　　　９日㈷・３１日㈫

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○１月の休館日　日曜日・１日㈷～
　　　　　　　　３日㈫・９日㈷

紹介者　小学校３年生　女児
図書名　ちびまる子ちゃんのあん

ぜんえほん（２）
著者名　さくらももこ

　ゆうかいは、こわいんだとおも
いました。
　まいごになったら、あせってし
まうし、お父さんやお母さんがさ
がさないといけないからたいへん
だなあとおもいました。テレビに
でられるのはうれしいけれど、ゆ
うかいされるのは、やだなあとお
もいました。
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≪私の心に残る１冊≫
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浜田港でのフィールド学習

表彰された優秀団体の皆さん
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昨
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３
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11
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岸
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未
曽
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
広
範
な

地
域
に
放
射
性
物
質
を
拡
散
さ
せ
、

震
災
と
津
波
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
た
福
島
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
地

域
に
、
更
な
る
困
難
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
、
国
難
と
言
う
べ

き
事
態
で
す
。
被
災
地
の
復
興
、
被

災
者
の
生
活
再
建
に
は
、
全
国
民
の

一
致
し
た
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

島
根
県
立
大
学
は
被
災
地
か
ら
路

線
距
離
で
１
、５
０
０
km
以
上
も
の

遠
方
に
あ
り
、
し
か
も
、
規
模
の
小

さ
な
大
学
で
す
。
し
か
し
、
学
生
た

ち
の
熱
い
思
い
に
支
え
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
、
延
べ
約
１
６
０
人
に
及
ぶ
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、
現
地

の
皆
さ
ん
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て

学
生
た
ち
は
、
よ
り
積
極
的
に
社

会
に
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
思
い
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
立
大
学
で
は
、
毎
年
学
園
祭
海

遊
祭
で
優
秀
な
展
示
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
行
っ
た
学
生
団
体
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
最
優
秀
団
体
に
は
、
次
の

３
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

赤
坂
ゼ
ミ
＋
安
全
保
障
論
受
講
者

有
志
に
よ
る
「
浜
田
か
ら
海
が
見
え

な
い
！
静
か
に
忍
び
寄
る
浜
田
の
異

変
」
は
、
環
境
省
の
大
気
汚
染
広
域

観
測
デ
ー
タ
と
、
豊
富
な
メ
デ
ィ
ア

情
報
を
用
い
て
、
説
得
力
の
あ
る
展

示
を
行
っ
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た

（
そ
の
後
、
浜
田
市
役
所
で
も
展
示

を
行
い
ま
し
た
）。

　

茶
道
部
は
、
日
頃
の
稽
古
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
伝
統
の
形
を
再

現
し
て
い
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
部
は
、
人
々
を
魅
了
す
る

ダ
ン
ス
は
も
と
よ
り
、
観
客
、
取
り

分
け
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
心
遣
い

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
６
団
体
が
優
秀
団
体

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

４
年
沖
村
ゼ
ミ
・
キ
ラ
ク
ガ
キ
・

Ｃ
ー
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
・
吹
奏
楽
部
・

Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ　

Ｋ
ｉ
ｔ
ｅ
・
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
文
部
科

学
省
の
「
大
学
生
の
就
業
力
育
成
支

援
事
業
」
の
補
助
を
受
け
、
全
て
の

１
年
生
を
対
象
と
す
る
新
し
い
科
目

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・

セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
こ
の
秋
学
期
か
ら

開
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
学
生
が
社
会

の
様
々
な
現
場
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
に

出
掛
け
て
い
き
、
そ
こ
で
働
く
人
た

ち
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
て
課

題
を
発
見
し
、
解
決
策
を
考
え
提
案

し
て
い
く
も
の
で
す
。農
山
村
や
港
、

観
光
地
な
ど
、
浜
田
市
内
や
石
見
地

域
を
中
心
と
し
た
各
現
場
へ
、
ク
ラ

ス
ご
と
に
出
掛
け
て
い
ま
す
。

　

県
立
大
学
で
は
初
め
て
の
取
組
で

あ
り
、
ま
た
１
年
生
全
員
を
対
象
と

し
た
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習

は
、
全
国
的
に
見
て
も
新
し
い
取
組

と
な
る
た
め
、注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
立
大
学
で
は
、
地
域
貢
献
・
施

設
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
施
設
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
開
放
し
て
い
る
主
な

施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
す
る
に
は
手
続
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課 

（
☎
�
２
２
０
０
）

施設名 使用料
(円／時間)

光熱水費
(円／時間)

講堂
ホール 2,920

通　　　常 1,530
空調使用時 8,170

ミーティングルーム 320
通　　　常 30
空調使用時 130

交流
センター

コンベンションホール 1,610
通　　　常 520
空調使用時 740

研修室（全室） 700
通　　　常 130
空調使用時 240

vol.99
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

島
根
県
立
大
学
長　
本
田
雄
一

海
遊
祭
優
秀
団
体
の
表
彰

全
１
年
生
が
地
域
に
出
て

フ
ィ
ー
ル
ド
学
習
を
開
始

開
放
施
設
の
紹
介
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　三隅町には、日本の棚田百選に選ばれた室谷の棚田があり
ます。毎年、この棚田を撮った作品の展覧会を開いています
が、今年は１月２日㈪から13日㈮まで開催します。
　作品を通して、室谷の四季の美しさや人々の営みをご覧く
ださい。

料金　無料

問い合わせ先
　石正美術館
（☎�４３８８）

　

三
隅
町
出
身
の
日
本
画
家
・
石
本

正
は
２
０
０
０
年
以
降
、
石
州
和
紙

職
人
が
漉す

く
「
石せ

き
し
ょ
う
し

正
紙
」
に
作
品
制

作
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

新
館
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
そ

の
石
本
正
が
推
薦
し
た
画
家
を
中
心

に
、
年
齢
や
経
歴
を
問
わ
ず
素
晴
ら

し
い
作
品
を
生
み
出
す
23
人
の
現
代

日
本
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
新
作

を
展
示
し
ま
す
。

会
期　
１
月
２
日
㈪
～
２
月
19
日
㈰

　

本
館
で
は
、「
石
本
正
の
ア
ト
リ

エ
Ⅱ
」
を
好
評
開
催
中
で
す
。「
石

正
紙
」
に
描
か
れ
た
石
本
の
作
品
を

と
お
し
て
、
絵
を
描
く
喜
び
と
、
91

歳
に
な
っ
た
今
も
「
描
き
た
い
も
の

が
ど
ん
ど
ん
浮
か
ん
で
く
る
」
と
い

う
現
在
の
石
本
の
姿
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会
期　
３
月
25
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金《本館展示室》

企画展「石本正のアトリエⅡ」
　　３月25日㈰まで

《新館展示室》

企画展「石州和紙に描いた日本画展」
　　１月２日㈪～２月19日㈰

《ギャラリー展示》

室谷棚田写真展
　　１月２日㈪～13日㈮
石正美術館水彩・油絵教室作品展
　　１月14日㈯～27日㈮

《イベント情報》

お正月遊びをしよう
　　１月７日㈯　午後１時～２時
室谷棚田写真展表彰式（創作室）
　　１月９日㈷　午後１時～４時
古布でぞうり作り
　　１月14日㈯　午後１時～４時

※　年始は、１月２日㈪から開館しています。

棚田の秋

奥村美佳「潮の香とどく」（2005年）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
石
州
和
紙
に
描

い
た
日
本
画
展
」

◎室谷棚田写真展
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１
月
の
休
館
日

年
始　
　

１
日
㈷

月
曜
日　

16
日
・
23
日
・
30
日

展
示
替　

10
日
㈫
～
13
日
㈮

　

本
展
で
は
、
温
か
な
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
が

大
集
合
し
て
い
ま
す
。

　
“
木
の
お
も
ち
ゃ
”
は
、
シ
ン
プ
ル

で
す
が
思
考
力
を
膨
ら
ま
せ
る
力
の

あ
る
魅
力
的
な
も
の
で
す
。
押
し
た

り
、
引
い
た
り
、
積
み
上
げ
た
り
、

ボ
ー
ル
を
転
が
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
木
の
手
触
り
や
香
り
を

存
分
に
感
じ
な
が
ら
、
様
々
な
木
の

遊
び
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

会
期
が
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

会
期　
１
月
９
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

１
月
14
日
㈯
か
ら
は
、
浜
田
市
と

世
界
各
国
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を

紹
介
す
る
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
今
年
で
15
回
を
数

え
ま
す
。
今
年
も
元
気
で
ユ
ニ
ー
ク

な
子
ど
も
た
ち
の
作
品
が
集
ま
り
ま

し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
作
品
に
は
、
子

ど
も
た
ち
の
思
い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

た
っ
ぷ
り
と
込
め
ら
れ
て
お
り
、
見

る
人
を
引
き
付
け
る
パ
ワ
ー
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
秋
に
行
っ
た
国
際
交

流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
フ
ラ
ン
ス

と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
指
導
者
と
共
に
浜

田
の
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
作
品

も
登
場
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
作
品
の
数
々
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
１
月
14
日
㈯
～
２
月
19
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　
　

５
０
円

■
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
！

　

お
正
月
は
美
術
館
で
、
家
族
み
ん

な
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
１
月
２
日
㈪　

石
見
神
楽
上
演

●
出
演
団
体　
上
府
社
中

●
時
間　
午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
料
金　
無
料

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
で
こ
ぼ
こ
コ
マ
》

　

木
の
板
を
使
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
コ

マ
を
作
ろ
う
！

◎
１
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
か
ん
た
ん
版
画
の
福
袋
》

　

福
袋
に
入
っ
て
い
る
紙
を
組
み
合

わ
せ
て
、
カ
ラ
フ
ル
な
紙
版
画
に
挑

戦
し
よ
う
！

◎
１
月
７
日
㈯
～
９
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
羽
子
板
作
り
》

　

お
正
月
の
定
番
、
羽
子
板
を
作
っ

て
遊
ぼ
う
！
木
で
作
る
本
格
的
な
羽

子
板
だ
よ
。

◎
１
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
ぶ
く
ぶ
く
入
浴
剤
》

　

温
か
い
お
風
呂
に
入
れ
て
楽
し
む

入
浴
剤
を
作
ろ
う
。

◎
１
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
お
面
で
鬼
た
い
じ
》

　

新
聞
で
作
っ
た
張
り
子
を
使
っ

て
、
鬼
の
お
面
を
作
る
よ
。

◎
１
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

●
定
員　
各
日
と
も
先
着
20
人

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

※　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
違
う

素
材
の
お
面
作
り
に
な
り
ま
す
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.181

有

料

広

告

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

木
の
お
も
ち
ゃ
展

『
第
15
回
浜
田
こ
ど
も
ア
ン

デ
パ
ン
ダ
ン
展
』開
催
！
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浜
田
市
内
の
高
校
生（
新
１
年
生
）

を
対
象
と
す
る
浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
奨
学
金
事
業
の
平
成
24
年
度
奨

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
平
成
24
年
度
に
浜
田
市
内
の
高
等

学
校
に
進
学
す
る
生
徒

・
浜
田
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て

い
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

募
集
人
員　
若
干
名

支
給
金
額　
年
間
12
万
円

支
給
期
間　
４
月
～
平
成
25
年
３
月

（
継
続
は
１
年
ご
と
の
手
続
に
よ

り
、
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈬
～
29
日
㈬

願
書
提
出
先　
市
内
各
中
学
校

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
市
内
各
中
学
校
又
は
浜
田
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎
�
９
６
５
１
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
い

わ
み
が
「
地
域
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
事
業
」
を
、
県
西
部
地
区
を
中

心
に
実
施
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

地
域
Ｉ
Ｔ
相
談

日　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
事
務
所

※　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
達
人
養
成
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
ツ
イ
ッ

タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
）・

動
画
サ
イ
ト
の
体
験
と
活
用

日　
１
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

申
込
締
切
日　
１
月
11
日
㈬

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機（
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
）

を
使
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し
て

み
よ
う

日　
２
月
４
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

申
込
締
切
日　
２
月
１
日
㈬

①
・
②
共
通
事
項

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
実
費
自
己

負
担
）

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
又
は
メ
ー

ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

http://seibu.it-shim
ane.com

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
〒
６
９
７-

０
０

　

１
６　

野
原
町
１
８
２
６-

１

　

い
わ
み
ー
る
４
階
（
☎
�
９
３
４

　

６
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４
７
）】

Em
ail:seibu@

it-shim
ane.com

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
家
庭
や

地
域
で
通
常
の
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
社
会
づ
く
り
）
の
理
念
実
現

に
向
け
て
、
障
が
い
者
（
児
）
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）

期
間　
３
月
23
日
㈮
ま
で
の
毎
週
金

曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※　

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
っ
子
作
業
所

　

沖
田
さ
ん
（
☎
�
２
８
２
４
）

　
「
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
」
の

節
目
を
迎
え
る
今
、
郷
土
芸
能
の
石

見
神
楽
に
深
く
関
係
す
る
神
話
の
世

界
に
触
れ
、
こ
の
国
の
成
立
期
に
お

け
る
社
会
的
背
景
な
ど
を
学
び
ま

す
。

日　
１
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
研
修
室

演
題　
は
じ
ま
り
の
物
語
。『
古
事

記
』
を
学
ぼ
う
～
島
根
の
魅
力
再

発
見
～

講
師　
鈴
木
織
恵
さ
ん
（
神
々
の
国

し
ま
ね
実
行
委
員
会
学
芸
専
門
員
）

料　
無
料

問　
市
観
光
協
会
（
☎
�
１
０
８
５
）

有

料

広

告

募　

集

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

奨
学
生

教
室
・
講
座

地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

障
が
い
者
（
児
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

古
事
記
の
入
門
講
座
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フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　
ど
な
た
で
も
（
親
子
参
加
大

歓
迎
）

日　
１
月
28
日
㈯
・
２
月
25
日
㈯

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
１
人
１
回
５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２

２
９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.co.jp

平
成
24
年
４
月
入
校

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

　

職
業
人
と
し
て
必
要
な
情
報
技
術

の
基
礎
知
識
・
技
術
の
習
得
に
併
せ

て
、
事
務
職
と
し
て
必
要
な
簿
記
会

計
及
び
情
報
処
理
機
器
の
活
用
に
関

す
る
知
識
・
技
術
・
技
能
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
35
歳

未
満
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人

定　
２
人
程
度

建
築
科

　

木
造
建
築
物
の
建
築
施
工
と
こ
れ

に
関
連
す
る
設
計
、
積
算
な
ど
の
技

能
や
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
35
歳
未
満
で
、

中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人

定　
10
人

機
械
加
工
・
溶
接
科

　

汎
用
工
作
機
械
及
び
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を

操
作
で
き
る
技
術
及
び
関
連
知
識
を

習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種
溶
接
方

法
の
技
術
及
び
関
連
知
識
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
・
高
等

学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

人
定　
８
人
程
度

共
通
事
項

入
校
検
定
日　
２
月
21
日
㈫

検
定
場
所　
県
立
西
部
高
等
技
術
校

料　
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試
験
取
得

費
用
な
ど
は
実
費
自
己
負
担
（
Ｏ

Ａ
シ
ス
テ
ム
科
の
み
、
授
業
料
・

入
校
料
な
ど
実
費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間　
４
月
～
平
成
25
年
３
月

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
西
部
高
等
技
術

校
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

次
の
申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
先

新
規
学
卒
の
人　
県
立
西
部
高
等
技

術
校
（
郵
送
で
も
可
）

新
規
学
卒
以
外
の
人　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
所
定
の
相
談
が
必
要
で
す
。）

募
集
締
切
日　
２
月
10
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

問　
県
立
西
部
高
等
技
術
校
【
〒
６

　

９
８-

０
０
４
１　

益
田
市
高
津

　

４
丁
目
７-

10
（
☎
０
８
５
６
�

　

２
４
５
０
）】

　

江
戸
期
か
ら
昭
和
初
期
頃
ま
で
の

郷
土
石
見
に
関
連
す
る
掛
軸（
書
画
）

と
刀
剣
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
一
体
感
の

美
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
企
画
展
で

す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
１
月
４
日
㈬
～
３
月
20
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

平
素
の
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
、
生

き
生
き
と
し
た
子
ど
も
ら
し
い
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
７
日
㈯
～
17
日
㈫

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時
（
17

日
㈫
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
横
・
ニ
ッ
タ
時
計
店
前

参
加
校　
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支

援
学
級
、
浜
田
養
護
学
校

問　
第
一
中
学
校　

上
川
さ
ん

（
☎
�
０
９
４
６
）

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

は
？
ポ
ー
ル
の
持
ち
方
や
歩
き
方
か

ら
始
め
ま
す
。
公
園
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
約
４
㎞
の
道
の
り
を
一
緒

に
歩
き
ま
せ
ん
か
？ 

日　
１
月
15
日
㈰
・
２
月
19
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

県
立
西
部
高
等
技
術
校

入
校
生
２
次
募
集

資
格
・
試
験

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

企
画
展

「
石
見
の
掛
軸
と
刀
剣
」

第
５
回
ふ
れ
あ
い
作
品
展

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？
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場　
石
見
海
浜
公
園

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
先
着
30
人

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

刀
の
鑑
賞
は
、
本
の
知
識
で
分
か

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
名
刀
を
常
に
手
に

持
っ
て
見
る
こ
と
で
、
刀
の
良
さ
、

悪
さ
が
だ
ん
だ
ん
と
分
か
っ
て
く
る

も
の
で
す
。
名
刀
を
見
て
も
ら
い
、

刀
の
素
晴
ら
し
さ
を
判
別
で
き
る
よ

う
に
、
会
員
と
一
緒
に
鑑
賞
会
に
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
21
日
㈯

　

正
午
～
午
後
３
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

浜
田
に
は
い
ろ
い
ろ
な
坂
が
あ
り

ま
す
。
由
緒
の
あ
る
坂
や
風
情
豊
か

な
坂
。
坂
の
魅
力
を
観
察
し
て
楽
し

む
面
白
浜
田
名
坂
巡
り
。
１
回
目
は

馬う
ま

追お
お

地ち

の
坂
な
ど
原
井
町
か
ら
蛭
子

町
に
か
け
て
７
㎞
を
歩
き
ま
す
。

日　
１
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
29
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-
７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
28
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０-

４
６
９
２

-

５
９
６
０
）

　

今
や
冬
の
島
根
を
代
表
す
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着
し
た
雪
合
戦
。

県
内
外
か
ら
約
60
チ
ー
ム
が
、
雪
上

で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

白
銀
の
世
界
で
の
“
熱
い
冬
”
を

ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

場　
ア
サ
ヒ
テ
ン
グ
ス
ト
ン
ス
キ
ー

場
駐
車
場

問　
島
根
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員

会
（
☎
�
１
４
４
０
）

　

浜
田
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
と
し

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
２
月
５
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ

料　
前
売
券
・
当
日
券

１
、
０
０
０
円
（
貸
靴
代
・
２
ゲ

ー
ム
分
の
料
金
を
含
む
。）

問　
浜
田
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

森
山
さ
ん

（
☎
�
３
０
３
１
）

　

江
戸
後
期
、
鎖
国
の
禁
を
破
っ
て

外
国
と
の
密
貿
易
を
行
い
、
幕
府
に

よ
っ
て
死
刑
に
処
さ
れ
た
浜
田
松
原

浦
の
廻
船
問
屋
今
津
屋
（
会
津
屋
）

八
右
衛
門
と
浜
田
藩
勘
定
方
橋
本
三

兵
衛
の
史
実
を
も
と
に
、
朝
鮮
半
島

の
人
々
と
の
親
善
と
交
流
を
加
え
て

描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
地
域

住
民
の
文
化
力
を
結
集
し
て
、
総
勢

約
１
２
０
人
が
感
動
の
舞
台
を
お
見

せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
２
月
12
日
㈰

昼
の
部　
開
場　
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　

開
演　
午
後
１
時

夜
の
部　
開
場　
午
後
６
時

　
　
　
　

開
演　
午
後
６
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　
　

大
学
生
以
下　

１
、
０
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

３
月
11
日
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
１
年
を
迎
え
る
特
別
な
日
に
な
り

ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
犠
牲

有

料

広

告

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

第
１
１
７
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

第
14
回
島
根
県
雪
合
戦
大
会

～
夏
よ
り
熱
い
冬
が
く
る
～

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

住
民
参
加
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
我
が
夢
は
波は

濤と
う

の
彼
方
に

～
八
右
衛
門
と
三
兵
衛
』

３
・
11
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

　
　
コ
ー
ラ
ス
in
は
ま
だ
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者
に
対
し
て
追
悼
の
意
を
表
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん

に
私
た
ち
の
「
歌
声
」
で
少
し
で
も

元
気
と
希
望
を
送
り
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
み
ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
て
東

北
地
方
に
エ
ー
ル
を
送
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
３
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
島
根
県
立
大
学
講
堂

料　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金

※　

義
援
金
と
し
て
被
災
地
、
被
災

者
の
た
め
に
寄
付
し
ま
す
。

問　
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ー
ラ
ス
実
行

委
員
会
事
務
局　

久
保
田
さ
ん

（
☎
�
０
６
４
５
）

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

年
始
開
館
時
間

日　
１
月
１
日
㈷
～
３
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

未
就
学
児
童
ス
ケ
ー
ト
無
料
デ
ー

日　
１
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭
・
８
日

㈰
・
９
日
㈷
・
15
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

定　
各
日
20
人

申
込
方
法　
１
月
２
日
㈪
の
午
前
10

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

ナ
イ
ト
ス
ケ
ー
ト

日　
１
月
３
日
㈫
・
８
日
㈰
・
15
日

㈰
・
22
日
㈰　

午
後
８
時
～
10
時

料　
滑
走
料
半
額

定　
各
日
20
人

ス
ケ
ー
ト
個
人
指
導

日　
日
曜
日
・
祝
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

料　
30
分　

５
０
０
円

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
１
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

１
月
の
休
館
日

１
月
10
日
㈫
～
13
日
㈮
・
18
日
㈬
・

25
日
㈬

※　

貸
切
り
な
ど
に
よ
り
営
業
時
間

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
し
て
来
館
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

http://sunvillage-hp.digi2.jp/

広
島
交
響
楽
団
第
19
回
島
根
定
期
演

奏
会
「
第
九
」
コ
ン
サ
ー
ト

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
「
交
響
曲

第
九
番
」
合
唱
付
き
が
決
定
！
合
唱

ソ
リ
ス
ト
に
は
島
根
県
出
身
の
田
中

誠
・
福
島
明
也
、
そ
し
て
益
田
市
出

身
の
若
手
・
澤
江
衣
里
が
出
演
し
ま

す
。
ま
た
、
一
緒
に
合
唱
し
て
く
れ

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日　
３
月
４
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定
（
税
込
）

　

Ｓ
席　

３
、
５
０
０
円

　

Ａ
席　

２
、
５
０
０
円

　

小
学
生
～
大
学
生

　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

※　

友
の
会
会
員
は
、
一
般
は
３
０

　

０
円
・
学
生
は
２
０
０
円
引
き
と

な
り
ま
す

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
曜
講
座

凧
を
作
っ
て
揚
げ
て
み
よ
う

　

凧
を
作
っ
た
ら
外
に
出
て
凧
揚
げ

に
挑
戦
！

日　
１
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室

ち
り
め
ん
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
そ
う

　

ち
り
め
ん
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
生

き
物
を
探
し
て
み
よ
う
。

日　
１
月
22
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

迎
春
！
石
見
神
楽
「
恵
比
寿
」

　

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
石
見
神
楽

「
恵
比
寿
」
を
子
供
神
楽
の
皆
さ
ん

に
上
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　
１
月
１
日
㈷
・
２
日
㈪

　

午
後
０
時
20
分
～
（
約
30
分
）

場　
ア
ク
ア
ス
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,890 20,472 22,951 43,423
金 城 1,927 2,259 2,470 4,729

旭 1,449 1,560 1,677 3,237
弥 栄 719 721 801 1,522
三 隅 2,871 3,153 3,539 6,692
合 計 26,856 28,165 31,438 59,603

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

人　口（11月末現在）

（単位：人）
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平
成
23
年
第
43
回
浜
田
市
美
術
展

書
第
２
部　
市
長
賞

「
古
樹
賦
」　
吉
田
和
代　
　
右

書
第
１
部　
市
長
賞

「
祈
る
」　　
森
須
睦　
　
　
左

※　

11
月
末
人
口
は
33
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　石見畳ヶ浦は、国分町の唐鐘海岸にあり、約４万９千㎡の波
は

食
しょく

棚
ほ う

は、畳を敷
きつめたように見えることから千畳敷とも呼ばれています。明治５年（1872年）
２月６日の浜田地震で隆起し、現在の姿になったといわれていますが、江戸時代
には、千畳敷が既にこの地方の景勝地として紹介されている絵図や文献も見つ
かっています。
　ここでは1600万年前の地層が観察でき、地質学的にも非常に貴重な存在である
ことから、昭和７年には国の天然記念物に指定され、また、平成13年には環境省
が認定する「かおり風景100選」にも“磯のかおり”として県内から唯一選ばれ
ています。畳ヶ浦入口にある、高さ約25ｍに及ぶ見事な海

かいしょくがい

食崖や、波の浸食によっ
てできた腰掛け状の丸い岩（ノジュール）、海

かいしょくどう

食洞のほか、多くの化石を見るこ
とができ、「天然の博物館」と称されるなど、美しい日本海を背景に、単なる観
光地としてでなく、学校の学習教材としても注目されています。
　石見畳ヶ浦を拠点として、市内の文化・史跡・伝統芸能「石見神楽」などの魅
力を観光客にわかりやすく案内している「浜田市観光ボランティアガイドの会」
では、ただ今、新規会員を募集しています。興味のある人は、気軽に浜田市観光
協会（☎�１０８５）までお問い合わせください。

幕末に描かれた石見畳ヶ浦
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畳
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浦
うら


